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永源山公園指定管理業務仕様書 

 

 周南市都市公園条例記載の永源山公園（以下、「公園施設」という。）の指定管理者が行う業務の

内容及びその範囲等は、関係法令等によるほか、この仕様書によるものとする。 

 

１． 趣 旨 

  本仕様書は、永源山公園指定管理者が行う業務内容及び履行方法について定めることを目的と

する。 

 

２． 施設の管理に関する基本的事項 

  指定管理者は、公園施設を管理運営するにあたり、次に掲げる項目に沿って行うものとする。 

（１）公園施設が、市民のレクリエーションやコミュニティ活動の場となるよう、ひいては市民の

「ふるさと」のシンボルとなることを目的とし、利用者の安全を第一に考慮し、誰もが安心し

て公園を利用できるよう適正な管理運営を行うものとする。 

（２）地域住民や利用者の意見・要望を管理運営に反映させるものとする。 

（３）個人情報の保護を徹底するものとする。 

（４）効率的かつ効果的な運営を行い、経費の削減に努めるものとする。 

 

３． 施設の概要 

（１）施設の名称 

永源山公園 

 

（２）施設の所在地 

   周南市大字富田字永源 

 

（３）施設の沿革 

   昭和45(1970)年11月 新南陽市誕生市制記念事業として永源山公園化を決定 

   昭和60(1985)年11月 市制15周年を記念し、一部供用開始 

   平成2(1990)年7月  「永源山公園プール」開園 

   平成7(1995)年8月  「ゆめ風車」運転開始 

   平成8(1996)年4月  「周南市郷土美術資料館・尾崎正章記念館」開館 

   平成20(2008)年4月  指定管理者制度を導入 

令和3(2021)年4月  「ＴＯＳＯＨ ＰＡＲＫ 永源山」に愛称決定 

              （ネーミングライツによる） 

 

（４）施設規模 

【永源山公園：総合公園】 

ア 敷地面積 

計画決定面積 Ａ＝２５．９０ｈａ 

事業認可面積 Ａ＝２３．６０ｈａ 

開園面積   Ａ＝１８．００ｈａ 

※位置図及び、永源山公園主要施設配置図については、添付図面のとおり。 
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イ 管理棟【竣工：昭和６１年】 

建物構造 鉄筋コンクリート造 ３階  

延床面積 ７５６．１６㎡ 

ウ ゆめ風車【竣工：平成７年】 

（用途：粉ひき風車、風車１・２階展示室） 

建物構造 鉄筋コンクリート造  地上７階 

外壁：上部アスファルトシングル葺き 

下部特殊レンガタイル張り 

１・２階：展示室 

延床面積 １３１．７９㎡  

エ 展望台【竣工：昭和５８年】 

建物構造 鉄筋コンクリート造 ２階 

延床面積 １０９．２８㎡ 

オ 展望デッキ【竣工：昭和５９年】 

建物構造 鉄筋コンクリート造 １階 

延床面積 ２３２．４７㎡ 

カ 散策広場東屋【竣工：昭和５９年】 

建物構造 木造平屋建 １階 

延床面積 ９．００㎡ 

キ 第１駐車場便所【竣工：昭和６０年】 

建物構造 鉄筋コンクリート造 １階 

延床面積 ３２．８３㎡ 

    ※令和７年度に洋式化工事を実施予定 

ク プールサイド便所【竣工：平成元年】 

建物構造 鉄筋コンクリート造 １階 

延床面積 ２５．２０㎡ 

ケ 野外ステージ【竣工：平成元年】 

建物構造 鉄筋コンクリート造 １階 

延床面積 ７７．０４㎡ 

コ 母と子の広場便所【竣工：平成２年】 

建物構造 鉄骨構造 １階 

延床面積 ２９．４８㎡ 

サ 散策広場東屋【竣工：平成元年】 

建物構造 木造平屋建 １階 

延床面積 ９．１２㎡ 

シ 永源山山頂便所【竣工：平成８年】 

建物構造 鉄筋コンクリート造 １階 

延床面積 ５０．００㎡ 

ス 幼児広場詰所【竣工：平成９年】 

建物構造 鉄骨構造 １階 

延床面積 ９２．３４㎡ 

セ 軽食喫茶【竣工：平成２年＋増築平成７年】 

建物構造 木造平屋建＋鉄骨構造 １階 

延床面積 ６７．５０＋２３．６７＝９１．１７㎡ 

ソ プール施設【竣工：平成元年】 

構造 ステンレス製及びＦＲＰ製構造 
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２５ｍプール、流水プール、幼児プール、スライダープール、滝プール 

タ 夢虫基地 シェルター【竣工：平成４年】 

建物構造 鉄骨構造 １階 

延床面積 １６．９２㎡ 

チ 幼児広場 複合遊具 １式 

ツ 夢虫基地 遊具   １式   

テ 南エントランス東屋【竣工：平成２３年】 

建物構造 木造平屋建 １階 

延床面積 ９．００㎡ 

ト 南エントランス東屋【竣工：平成２３年】 

建物構造 木造平屋建 １階 

延床面積 ９．００㎡ 

 

４． 利用できる期間及び時間 

（１）公園開園期間 

１月１日から１２月３１日まで 

ただし、窓口対応業務は１２月２９日から１月３日の年末年始期間は休日とする。 

 

（２）永源山公園プール 

・利用できる期間  毎年７月２１日から８月３１日まで 

・利用できる時間  午前１０時から午後６時まで 

  

５． 指定管理者が行う業務 

（１）管理・運営業務 

ア 公園施設に関する管理運営及び維持管理業務 

・本仕様書に基づき適切な管理運営を実施すること。 

・公園施設の管理運営及び維持管理業務を行う。業務の実施に当たっては、周南市内の

各種団体等と連携を密に適切な運営に務めること。 

・その他の補助事業等の目的を達成するために必要な事業に関すること。 

・施設及び設備等の軽易な補修修繕等の対応は、２００千円以内程度を行うこと。 

・軽易な補修修繕は、その都度補修対応を早急に実施し、それ以外の補修修繕について

は周南市と対応を協議すること。 

イ スタッフの配置 

   ・公園施設内に管理責任者を配置すること。 

   ・スタッフの雇用形態、人数及び勤務形態は、公園施設の管理に支障がないように定めるも

のとし、配置するスタッフの氏名その他必要事項を事業計画書に記載しなければならない。 

   ・スタッフに対して、施設の管理運営に必要な研修を実施すること。 

・窓口業務等は２名以上を雇用し、常時１名が常駐すること。 

ただし、１２月２９日から１月３日の年末年始期間は休日とする。 

休日時における緊急連絡体制を周南市に提出すること。 

ウ 施設情報の提供 

・指定管理者は、施設に関する情報やその他利用者のニーズにあった情報をホームページ等

により提供すること。 

  エ 公園施設内の行為許可に関する業務 
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周南市都市公園条例（以下「条例」という。）及び、周南市都市公園条例施行規則（以

下「施行規則」という。）に基づき実施すること。 

オ 公園施設内の有料公園使用許可に関する業務 

条例及び、施行規則に基づき実施すること。 

カ 公園施設全般の保全に関する業務 

・事故防止のため施設の巡視及び点検を行うこと。 

・毎日定期的に園内巡視及び点検を行うこと。 

・自然災害の未然防止及び早期発見に努めること。 

・常に気象状況に留意し、必要に応じて災害防止のための措置を行うこと。 

・火災の予防並びに、火災発生時の消火作業及び利用者の安全を第一に確保すること。 

キ 市長の許認可事項の手続きに関する業務 

許認可に係る申請書の受付け等は、適切に事務処理を実施すること。 

ク 緊急時等の対応に関する業務 

 ・災害等緊急時に利用者の避難、誘導、安全確保等及び必要な通報等についての対応マニュ

アルを作成して、緊急事態の発生時には的確に対応するとともに、速やかに周南市に連絡

すること。 

・災害等の被害が予想される場合は、避難の方法を利用者に周知するとともに、必要に

応じて周南市の指示を得て、利用中止等の措置をとること。 

 ・災害時等による緊急事態発生の際は、利用者を安全な場所に避難誘導し、関係機関に 

  通報する等適切な措置をとること。 

・急病人及びけが人が発生したときは、消防署又は医療機関等に連絡をとり、その指示

に従い利用者の安全を図ること。 

・永源山公園は地域防災拠点に指定されていることから、周南市と連携し活動を支援するこ

と。 

ケ 軽飲食施設の経営者との連携 

・周南市が管理を許可する軽飲食施設の経営者と連携を図り、公園利用者の利便性に配慮す

ること。 

・軽飲食施設の経営者が管理する範囲は、軽飲食施設の建物及び自動販売機設置箇所とする。 

・公園施設内の光熱水費は、指定管理者が一括して支払い、軽飲食施設にかかる部分につい

ては、指定管理者が軽飲食施設の経営者に請求すること。（電気料のみ） 

コ 郷土美術資料館の指定管理者との連携 

・郷土美術資料館の管理を行う指定管理者と連携を図り、公園利用者の利便性に配慮するこ

と。 

・郷土美術資料館の指定管理者が管理する範囲は、郷土美術資料館の建物とする。 

・公園施設内の光熱水費は、指定管理者が一括して支払い、郷土美術資料館にかかる部分に

ついては、指定管理者が郷土美術資料館の管理を行う指定管理者に請求すること。 

サ 実施状況等の報告に関する業務 

・公園施設の管理運営に係る実施状況等の業務報告は、毎月業務終了後１０日以内に報

告すること。なお、周南市公の施設に係る指定管理者の指定の手続等に関する条例（平

成１７年周南市条例第５号）第８条の規定に基づき、毎年度終了後６０日以内に事業

報告書を周南市に提出すること。また、提出期限前に報告書の内容の一部を周南市が

求めた場合、速やかに提出すること。 

シ 消防法に基づく防火管理者の配置等に関する業務 

・公園施設の管理に当たっては、消防法第８条の規定に基づき防火管理者を配置するこ

と。また、公園施設の管理に必要な消防法に基づく手続き一切を行うこと。 

ス 備品及び財産の管理等に関する業務 
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・備品及び財産（周南市備品台帳、財産台帳による）の適正管理に努めること。 

・周南市備品台帳に登録がないもので、管理運営上必要な備品については指定管理者に

おいて整備・設置すること。 

  セ その他の業務 

・つつじ・ゆめ風車まつりや地域行事等に関しては、臨時的対応を含め、その行事に協

力するとともに、必要に応じて、使用関係者との調整会議や施設の特長を生かしたイ

ベント等を開催すること。 

・永源山公園のネーミングライツについては、指定管理者が作成するホームページ、パ

ンフレット等の広告媒体等（自主事業により実施されたものを含む）に導入されたネ

ーミングの表示を行うなど、ネーミングの定着に協力するものとする。 

・公園施設の管理運営に必要な法令に基づく手続き 

・本仕様書に定めのない業務については、周南市と指定管理者が協議の上決定すること

とする。 

 

（２）公園施設の使用料等収入金、使用料の減額及び免除の取扱い 

ア 公園施設の行為許可及び有料公園施設等の使用に係る使用料等の徴収（収受及び周南

市への納入）に関する取扱い 

 ・公園施設の使用の受付、案内、許可及び使用料の徴収を行うこと。徴収する額は条例に定

める額とする。 

・条例及び、施行規則並びに周南市会計事務規則の規定に基づき実施すること。 

イ 公園施設の行為許可及び有料公園施設等の使用に関する使用料の減額又は免除の受

付等に関する取扱い 

 ・公園施設の使用の受付、案内、許可及び使用料減免の受付については、条例及び施行規則

に基づき行うこと。なお、減額及び免除受付に当たっては基準を十分確認し、不明な点に

ついては周南市と協議により確認すること。 

条例及び施行規則に基づき使用料の減免申請の受付、行為許可等に当たって適正に処

理すること。 

ウ 使用料等収入金に関する取扱い 

   ・使用者から納入された使用料等については、施行規則に定める個人使用券又は指定管理者

において領収書を発行すること 

・使用者から徴収した使用料等は、周南市会計事務規則に定める納入通知書兼領収書により

周南市へ納入すること。 

・使用者から納入された使用料等は、金庫利用その他適切な方法により管理し、周南市への

払い込みは徴収した日から７日以内に周南市の定める指定金融機関に払い込むこと。 

   ・収入金の管理計画を提出し、内容について周南市から指示があった場合は訂正を行う 

    こと。 

 

（３）関係法令の遵守等 

 業務を行うにあたっては、次の法令等を遵守すること。 

・地方自治法（昭和22年法律第67号） 

・地方自治法施行令（昭和22年政令第16号） 

・周南市都市公園条例（平成15年周南市条例第204号） 

・周南市都市公園条例施行規則（平成15年周南市規則第161号） 

・周南市行政手続条例（平成15年周南市条例第11号） 

・周南市行政手続条例施行規則（平成15年周南市規則第11号） 

・周南市情報公開条例（平成16年周南市条例第36号） 
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・労働関係法令（労働基準法、労働組合法、労働安全衛生法、最低賃金法、労働者派遣 

法、職員雇用に関する条例） 

   ・その他関連法規 

 

（４）自主事業 

  ア 自主事業の実施に関しては、指定管理者の負担で行うとともに事前に周南市の承認を得る

こと。 

  イ 指定管理業務の実施を妨げない範囲で、かつ、施設の利用目的や関係法令に合致するもの

であれば、指定管理者が自ら企画する事業として自主事業を行うことができる。 

  なお、自主事業の実施により収益が発生した場合は、指定管理者の収入とする。 

ウ 施設内への自動販売機の設置及び管理は自主事業で行うこととする。この場合、周南市都 

市公園条例に基づく占用手続きを行うものとする。 

 

（５）事業の継続が困難になった場合等における責任分担に関する事項  

ア 指定管理者の責めに帰すべき事由により適正な施設の管理運営が困難となった場合

又はそのおそれが生じた場合は、周南市は、指定管理者に対して改善勧告を行い、期

間を定めて、改善策の提出及び実施を求めることができる。この場合において、指定

管理者が当該期間内に改善することができなかったときには、周南市は、指定管理者

の指定を取り消すことができる。 

イ 指定管理者の財務状況が著しく悪化し、指定に基づく施設の管理運営の継続が困難と

認められる場合は、周南市は、指定管理者の指定を取り消すことができる。 

ウ ア又はイにより指定管理者の指定を取り消された場合には、指定管理者は周南市に生

じた損害を賠償しなければならない。 

 

    ６．施設の維持及び管理に関する業務 

    （１）施設及び設備等の保守管理 

       指定管理者が、公園施設に設置している施設及び設備等を適切に管理するために、本仕様書

とは別に(資料)業務仕様書を定めている。指定管理者が、公園施設等の施設及び設備の管理を

実施する場合、又は管理を別の専門業者に再委託する場合において、本仕様書に添付する資料

の業務仕様書に基づき日常的に点検を行い、利用者等の安全を確保するとともに、美観の維持

に努めること。 

       また、指定管理者は、公園施設において甚大な被害が発生した場合は、速やかに周南市に報

告して対応を協議すること。 

       なお、業務の遂行にあたっては、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築保全業務共通仕

様書」等を規範とし、確実性、安全性及び経済性に配慮すること。 

       また、ビル管理法等の慣例法令に定めがある場合、その内容に応じた維持・管理業務を遂行

すること。 

    （２）報告・連絡・調整 

       指定管理者は、設備管理日誌、設備管理月報、設備運転日誌、設備点検結果記録表等の報告

書を作成し、周南市へ報告するとともに緊急的対応等必要処置はその都度、周南市と連絡・調

整を密に行うこと。なお、報告書等は適正に保管すること。 

   また、指定管理者は、周南市と月１回連絡会議を行うこと。 

    （３）法定点検への対応 

       指定管理者は、各種法令等に基づいて行われる官公庁の立入り検査等に立会い、検査官から

の質問等に対して適切に対処するとともに、指摘される事項については迅速に対応すること。 
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    （４）施設の清掃業務 

       指定管理者は、公園施設内について、良好な環境衛生と美観の維持に心がけ、施設としての

安全かつ快適な空間を保つために「建築物における衛生的環境の確保に関する法律」等の関係

法規に従い、次の清掃業務を実施すること。 

      ア 日常清掃 

         指定管理者は、公園施設のうち、トイレや更衣室等については日常的に清掃を行い、清潔

な状態を保つとともに、消耗品は常に補充された状態を保つこと。 

        なお、清掃の回数等については、使用頻度に応じて指定管理者が適切に設定すること。 

      イ 定期清掃 

         指定管理者は、ダクト内外や機械室等、日常的に清掃が困難な箇所については月計画を立

案し、定期的に清掃を行うこと。 

      ウ 臨時・特別清掃 

        イベント等の使用がある場合には、その事前・事後に特別清掃を行うこと。 

（５）保安警備業務 

指定管理者は、公園施設内及び敷地内の防犯、防火及び防災に万全を期し、施設使用者が安

心して使用できる環境を確保するため、次の業務を行うものとする。 

      ア 開場（開館）時 

部外者の出入り状況の確認、鍵の受け渡し（保管及び記録）、不審者の発見及び侵入防止、

来訪者への対応、遺失物管理等を行うこと。また、急病等の発生時には、適切に対応するこ

と。 

      イ 閉園（閉館）時 

        公園施設内及び敷地内の戸締り、消灯、異常の有無の確認及び火災予防点検等を行うこと。 

    （６）廃棄物処理業務 

      ア 廃棄物処理運搬業務 

定められた廃棄物の処理方法により、事業ゴミとして処理業者に所定の料金を支払い、適

正に処理すること。 

イ 生ゴミ処理業務 

  施設内の生ゴミを収集し、定められた場所へ運搬して処理すること。 

（７）保険加入業務 

指定管理者は、公園利用者の事故等に対応するため、原則として次の内容による保険に加入

すること。 

ア 施設管理者賠償責任保険（賠償金についての補償） 

公園施設の管理運営において、施設・設備の不備及び管理上の瑕疵があった場合並びに体

育施設（プール）の管理における指導等の過失により、他人に損害を与えた場合（人身事故

や物損事故が発生した場合）の管理者が負担する賠償金を担保すること。 

イ 施設動産総合保険 

公園施設に係る利用において、その施設の破損等が生じた場合に補償されるもの。 

ウ 保険対象施設 

賠償責任保険については、公園内の人が通常立ち入ることができる公園施設のすべてを対

象とし、施設動産総合保険については、ストリートオルガンを対象とする。 

（８）その他 

指定管理者は、６－（１）に記載している業務を実施した上で、適切な施設の維持管理を行

うために、なお不十分であると判断した場合には、適宜、業務量を追加するものとする。 
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７．事業計画及び事業報告等の提出 

（１）事業計画書等 

ア 全体事業計画書の作成 

業務の実施に先立ち、事業計画書及びそれに付随する書類を令和８年１月末までに周南市

に提出し、確認を受けること。なお、内容を変更するときは、変更後の全体事業計画書及び

それに付随する書類を周南市に提出し、確認を受けること。 

事業計画書には、本事業の全体実施体制、実施方針等、本事業を実施するに当たり必要な事

項について記載すること。 

イ 年次事業計画書の作成 

毎年度、業務の開始の30日前までに、年次事業計画書及びそれに付随する書類を周南市に

提出し、確認を受けること。なお、年度途中において、すでに提出している計画書の内容を

変更するときは、変更後の年次事業計画書及びそれに付随する書類を周南市に提出し、確認

を受けること。 

年次事業計画書には、当該年度の業務を実施するに当たり必要な事項について記載すること。 

ウ 月次事業計画書予定表の作成  

    月末の５日前までに翌月の公園利用や作業等の予定表を作成し、周南市に提出すること。 

（２）事業報告書等 

  ア 年次事業報告書（毎年度終了後６０日以内）の作成 

次の実績報告等のほかに基本協定書に定める事業報告書を周南市に提出すること。 

また、提出期限前に報告書の内容の一部を周南市が求めた場合、速やかに提出すること。 

   ・利用実績（利用者数、利用団体、使用料収入等） 

   ・管理業務の実施状況 

   ・利用状況分析報告 

   ・収支決算書 

・自己評価 

  イ 月次事業報告書（毎月終了後１０日以内）の作成 

   次の実績報告のほかに基本協定書に定める事業報告書を周南市に提出すること。 

・利用実績（利用者数、利用団体、使用料収入等） 

 

（３）自己評価 

   指定管理者は、以下の方法により、利用者等の意見や要望を把握し、施設の管理運営に反映

させるよう努めるとともに、結果を周南市に報告すること。 

   市は、事業報告及び事業評価の結果等を考慮し、指定管理者の業務が基準を満たしていない

と判断した場合は、是正勧告を行い改善が見られなければ、指定を取り消すことがある。 

  ア モニタリングの実施 

    指定管理者は、利用者の意見や満足度等を聴取し、利用者モニタリングを実施すること。 

  イ 公園施設の管理に対する自己評価 

    指定管理者は、利用者モニタリングにより得られた結果をもとに、定期的に公園施設の管

理運営に関する自己評価を行い、その結果を事業報告書にまとめて市に提出すること。 

（４）市が実施する業務等への協力 

   指定管理者は、周南市が出席を要請した会議等には出席すること。また、必要な範囲におい

て、周南市が実施する業務に協力すること。 
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８．その他、管理運営に関する仕様書関係（資料）  

資料 １ 永源山公園電気工作物保安管理業務仕様書 

資料 ２ 永源山公園消防用設備等保守点検業務仕様書 

資料 ３ 永源山公園電気設備維持管理業務仕様書 

資料 ４ 永源山公園水道施設等管理業務仕様書 

資料 ５ 永源山公園ゆめ風車維持管理点検業務仕様書 

資料 ６ 永源山公園ストリートオルガン管理点検業務仕様書 

資料 ７ 永源山公園塵芥収集業務仕様書 

資料 ８ 永源山公園機械警備業務仕様書 

資料 ９ 永源山公園風車守業務仕様書 

資料10-1 永源山公園維持管理業務仕様書（常駐管理） 

資料10-2 永源山公園維持管理業務仕様書（植栽管理） 

資料11-1 永源山公園プール施設等管理業務仕様書（プール施設全般） 

資料11-2 永源山公園プール施設等管理業務仕様書（プール機械設備） 

資料１２「ゆめ風車」永源山公園チューリップ満開作戦開催運営業務仕様書 

資料１３ 永源山公園位置図・施設平面図 



資料　１

本業務仕様書は、周南市永源山公園電気工作物保安管理業務に適用するものである。

１．基本方針

電気設備は、電気事業法による自家用電気工作物の維持及び運用についての保安規程その他

関係法令等を遵守して、適正にその点検及び保守を行うこと。

２．業務範囲

（１） 定例及び臨時の点検保守

（２） 異常発生時及び災害対策時等の緊急臨時対応

（３） 官公署及び電力会社等関係機関への手続

３．業務期間

令和８年４月１日から令和１３年３月３１日までとする。

４．一般事項

（１） 電気設備の点検及び保守は、原則として停電して安全な状態で作業を行うものとし、

　 　　停電時間及び停電時間帯については、公園利用に支障をきたさないこと。

（２） 停電予告等の関係方面への連絡は、十分余裕をもって行い、復旧後は完全に元の状態

　 　　になっていることを確認すること。

（３） 点検及び保守を実施する上で必要な、機器等の清掃及び後片づけに伴う周辺機器等の

　 　　清掃を行うこと。

（４） 電気工作物に事故その他の異常が発生した場合には、速やかに応急措置を施すととも

　 　　に、市担当課に速やかに報告すること。

（５） 台風等風水害が予想される場合には、気象情報等を事前に把握し、現地対応を行うこ

　 　　と。

（６） 電気工作物の工事期間中にあっては、公園利用者の安全確保のため必要に応じて、巡

 　　　回、点検を行うこと。

（７） 業務計画の作成及びその実施にあたっては、当該施設に係る他の業務と十分調整した

　　　 上で行うこと。

５．業務内容

（１） 対象施設

周南市永源山公園

永源山公園電気工作物保安管理業務仕様書
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（２） 設備概要

周南市富田２３５５－２

４００ ＫＶＡ

６，６００ Ｖ

ＡＳ電源側端子

同上

ＶＣＢ

－

（３） 単線結線図

有 無

（４） 点検保守基準　（定例）

電気設備全般 外部精密点検

責任分界点開閉器、引込口配線

配線

受配電盤

計器用変成器

外部精密点検

動作試験（手動）

外部精密点検

絶縁抵抗測定

動作試験（手動）

変圧器 外部精密点検

その他機器 絶縁抵抗測定

外部精密点検

接地抵抗測定

外部精密点検

絶縁抵抗測定

外部精密点検

接地抵抗測定

外部精密点検

絶縁抵抗測定

外部精密点検

接地抵抗測定

外部精密点検

絶縁抵抗測定

外部精密点検

絶縁抵抗測定

外部精密点検

接地抵抗測定

※　臨時点検等特別に実施が必要な点検及び保守については（６）に示す。

蓄電池装置

接地装置

年１回

発 電 装 置 概 要

接地装置

受電電力遮断開閉器

電線路

保安装置（継電器）

高圧遮断器、高圧開閉器

電 気 使 用 区 域

受 電 電 力 の 容 量

受 電 電 圧

責 任 分 界 開 閉 器

資 産 分 界 開 閉 器

電　　気　　工　　作　　物 頻　　度内　　　　　容

（構内電線路）

（受電設備）

接地装置

配線及び機械器具

外部精密点検

絶縁抵抗測定

月１回

発電装置

接地装置

（使用場所の設備）

（非常用予備電源装置）
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（５） 点検・保守対象設備

数　量

電気設備全般  下記内容全部 １式

責任分界点高圧負荷開閉器  ＡＳ

及び引込口配線

配線  ケーブル

受配電盤  有

計器用変成器  ＰＴ×６、ＣＴ×６、ＺＣＴ×４ １６

保安装置（継電器）  過電流×６、地絡方向×４ １０

高圧遮断器  真空遮断器 ４

高圧開閉器  ＤＳ×４、ＡＳ×１ ５

変圧器  油入式　 ６

進相コンデンサ  油入式　 ３

避雷器 １組

限流ヒューズ  ７．２ＫＶ　３０Ａ ２組

接地装置  有

電線路  ケーブル １式

接地装置  有

配線及び機械器具  各フィーダー １式

接地装置  Ｃ

（６） 臨時点検

有 無

受配電盤 計器校正試験

継電器動作特性試験

及び遮断装置結合動作試験

高圧開閉器 内部点検

絶縁油試験

６．業務体制

（１） 作業条件を遵守できる適正な要員体制をとること。

（２） 次の作業条件に基づき実施すること。

　点検及び保守は、原則として停電して安全な状態で作業を行うものとし、停電時間
及び停電時間帯については、公園利用に支障をきたさないこと。

　　―その他条件

絶縁油の絶縁耐力試験及び酸化試験

（使用場所の設備）

（構内電線路）

（受電設備）

停電条件

電　気　工　作　物

保安装置（継電器）

電　気　工　作　物 内　　　　　　　　容

変圧機器絶縁油

今 回 点 検

型 式 ・ 容 量 ・ 能 力 等

（受電設備）

無
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７．業務計画書の作成

毎年度協定締結後できるかぎり速やかに業務計画書を作成し、提出すること。

ただし、作成にあたっては事前に施設管理担当者と協議し、その承認を得ること。

８．関係書類の整備・保管

（１） 貸与された関係図面、図書類等は適正に保管すること。

（２） 支給された消耗品及び予備品等は適正に保管すること。

９．服務規定

（１） 施設から借用する鍵類は慎重に取り扱い、作業上必要な時間と場所に限り使用すること。

（２） 作業中知り得た情報や事柄は、施設の内外を問わず漏らさないこと。

１０．所要経費の負担区分

（１） ランプ類、ヒューズ類等の消耗品

（２） 業務に必要な水道光熱費

（３） 災害対策に係る現地対応に要する費用

（４） 業務上必要な点検・測定器具類、工具類等

（５） 官公署等関係機関への手続費用等

（６） 上記以外の経費負担については、周南市と協議の上負担区分を決定する。
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資料 ２ 

永源山公園消防用設備等保守点検業務仕様書 

 

本業務仕様書は、永源山公園管理棟・郷土美術資料館・ゆめ風車消防用設備等保守点検業務に適用す

るものである。 

 

  １．基本方針 

     消防用設備等点検業務の遂行にあたり、関係法令等を遵守して、適正にその点検及び保守を行う 

   こと。 

  ２．業務範囲 

 （１）消防用設備等の種類ごとの点検方法及び点検期間は、次のとおりとする。 

（２）消防用設備等の点検の内容は、消防用設備等の種類に応じ、消防庁告示第１４号（昭和５０ 

     年１０月１６日）に定める点検の基準に基づき実施すること。 

（３）消防用設備等の点検の結果を消防法第１７条の３の３に基づき消防長に報告すること。 

 

消防用設備等の種類 点検の内容及び方法          期    間 

消火器具 
消防機関へ通報する火災報知設備 
誘導灯 
消防用水 
非常コンセント設備及び無線通信補助設備 

 外観点検及び機能点検 ６か月に１回 

 総 合 点 検 １ 年に１回 

屋内消火栓設備 
スプリンクラー設備 
水噴霧消火設備 
泡消火設備 
二酸化炭素消火設備 
ハロゲン化消火設備 
粉末消火設備 
屋外消火栓設備 
自動火災報知設備 
ガス漏れ火災警報設備 
非常警報器具及び設備 
避難器具 
排煙設備 
連結散水設備並びに連結送水管 

 外観点検及び機能点検 ６か月に１回 

 総 合 点 検 １ 年に１回 

 
 
動力消防ポンプ設備 

 作 動 点 検 
 外観点検及び機能点検 

６か月に１回 

 総 合 点 検 １ 年に１回 

䥹
配
線
の
部
分
を
除
く
䥺 

非
常
電
源 

非常電源専用受電設備 
又は蓄電池設備 

 外観点検及び機能点検 
６か月に１回 

 総 合 点 検 

自家発電設備 

 作 動 点 検 
 外観点検及び機能点検 

１ 年に１回 
 総 合 点 検 

配    線  総 合 点 検 １ 年に１回 
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３．業務期間 

令和８年４月１日から令和１３年３月３１日までとする。 

  ４．業務計画書の作成 

業務を計画的に遂行するために、業務計画書を作成し、事前に施設管理担当者と協議し、その承

諾を得ること。 

  ５．関係書類の整備・保管 

消防用設備等点検報告書を作成し、施設管理担当者に提出し、その写しを保管すること。 

  ６．服務規定 

（１）業務実施時は施設利用者及び職員等の安全を考え、職務遂行及び施設運営に支障のないよう

に行うこと。 

（２）施設から借用する鍵類は慎重に取り扱い、作業上必要な時間と場所に限り使用すること。 

（３）業務を実施するにあたり、知り得た利用者や施設に関する情報や事柄は、施設の内外を問わ

ず厳守すること。 

  ７．所要経費の負担区分 

（１）業務に必要な点検用資器材等 

（２）業務に要する計画書、報告書等の事務用品 

（３）上記以外の経費負担については、周南市と協議の上負担区分を決定する。 

  ８．その他 

（１）消防用設備等に不備又は故障等で異常があった場合は、遅滞なく報告し、設備機能に支障な

いように努めること。 
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４－１．消防用設備等（永源山公園管理棟）                
消 防 用 設 備 等 内                            訳 数     量 
自動火災報知設備 受信機   

地区音響装置 ３ 
発信器 ２ 
差動式 分布型・空気管式  
  〃     〃  ・熱電対式  
  〃     〃  ・熱半導体式  
  〃   スポット型 ２９ 
定温式 スポット型 ４ 
  〃   感知型  
熱  アナログ式 スポット型  
煙  式 スポット型・イオン化式（蓄積）  
  〃      〃     ・    〃    （非蓄積） ２ 
  〃      〃     ・光電式（蓄積）  
  〃      〃     ・  〃  （非蓄積）  
  〃      〃     ・イオン化アナログ式  
  〃      〃     ・光電アナログ式  
  〃   分離型・光電式（蓄積）  
  〃      〃 ・  〃  （非蓄積）  
  〃   分離型・光電アナログ式  

屋内消火栓設備 加圧送水装置一式  
消火栓箱一式  

スプリンクラー設備 加圧送水装置一式  
補助散水栓一式  
開放型スプリンクラーヘッド  
送水口  

誘導灯 小  型  非難口誘導灯  
  〃    通  路  〃  
中  型  非難口  〃  
  〃    通  路  〃  
大  型  非難口  〃  
  〃    通  路  〃  

消防機関へ通報する火災報知設備 火災通報装置一式  
避難器具 すべり台  

救助袋  
避難はしご  
緩降機  
避難橋  

非常警報設備 非常ベル  
    〃 自動式サイレン  
    〃 
      （放送設備） 

放送設備一式  
スピーカー  

連結送水管 送水口  
放水口  

ハロゲン化消火設備 機器一式  
ボンベ  

消火器 粉末消火器 ７ 
泡消火器  
強化液消火器  
二酸化炭素消火器  
ハロゲン化物消火器  

非常電源 自家発電設備一式  
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   〃    蓄電池設備一式  
   〃    専用受電設備一式  
配線 消防用設備等に係る  
４－２．消防用設備等（郷土美術資料館）                                  

消 防 用 設 備 等 内                            訳 数     量 
自動火災報知設備 受信機   

地区音響装置 ２ 
発信器 ２ 
差動式 分布型・空気管式  
  〃     〃  ・熱電対式  
  〃     〃  ・熱半導体式  
  〃   スポット型 １ 
定温式 スポット型 ３ 
  〃   感知型  
熱  アナログ式 スポット型  
煙  式 スポット型・イオン化式（蓄積）  
  〃      〃     ・    〃    （非蓄積）  
  〃      〃     ・光電式（蓄積）  
  〃      〃     ・  〃  （非蓄積） ８ 
  〃      〃     ・イオン化アナログ式  
  〃      〃     ・光電アナログ式  
  〃   分離型・光電式（蓄積）  
  〃      〃 ・  〃  （非蓄積）  
  〃   分離型・光電アナログ式  

屋内消火栓設備 加圧送水装置一式  
消火栓箱一式  

スプリンクラー設備 加圧送水装置一式  
補助散水栓一式  
開放型スプリンクラーヘッド  
送水口  

誘導灯 小  型  非難口誘導灯  
  〃    通  路  〃  
中  型  非難口  〃  
  〃    通  路  〃  
大  型  非難口  〃  
  〃    通  路  〃  

消防機関へ通報する火災報知設備 火災通報装置一式  
避難器具 すべり台  

救助袋  
避難はしご  
緩降機  
避難橋  

非常警報設備 非常ベル  
    〃 自動式サイレン  
    〃 
      （放送設備） 

放送設備一式  
スピーカー  

連結送水管 送水口  
放水口  

ハロゲン化消火設備 機器一式  
ボンベ  

消火器 粉末消火器 ５ 
泡消火器  
強化液消火器  
二酸化炭素消火器  
ハロゲン化物消火器  
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非常電源 自家発電設備一式  
   〃    蓄電池設備一式  
   〃    専用受電設備一式  
配線 消防用設備等に係る  
４－３．消防用設備等（ゆめ風車）                             

消 防 用 設 備 等 内                            訳 数     量 
自動火災報知設備 受信機   

地区音響装置 ２ 
発信器 ２ 
差動式 分布型・空気管式  
  〃     〃  ・熱電対式  
  〃     〃  ・熱半導体式  
  〃   スポット型 １ 
定温式 スポット型 ３ 
  〃   感知型  
熱  アナログ式 スポット型  
煙  式 スポット型・イオン化式（蓄積）  
  〃      〃     ・    〃    （非蓄積）  
  〃      〃     ・光電式（蓄積）  
  〃      〃     ・  〃  （非蓄積） ８ 
  〃      〃     ・イオン化アナログ式  
  〃      〃     ・光電アナログ式  
  〃   分離型・光電式（蓄積）  
  〃      〃 ・  〃  （非蓄積）  
  〃   分離型・光電アナログ式  

屋内消火栓設備 加圧送水装置一式  
消火栓箱一式  

スプリンクラー設備 加圧送水装置一式  
補助散水栓一式  
開放型スプリンクラーヘッド  
送水口  

誘導灯 小  型  非難口誘導灯  
  〃    通  路  〃  
中  型  非難口  〃  
  〃    通  路  〃  
大  型  非難口  〃  
  〃    通  路  〃  

消防機関へ通報する火災報知設備 火災通報装置一式  
避難器具 すべり台  

救助袋  
避難はしご  
緩降機  
避難橋  

非常警報設備 非常ベル  
    〃 自動式サイレン  
    〃 
      （放送設備） 

放送設備一式  
スピーカー  

連結送水管 送水口  
放水口  

ハロゲン化消火設備 機器一式  
ボンベ  

消火器 粉末消火器 ５ 
泡消火器  
強化液消火器  
二酸化炭素消火器  
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ハロゲン化物消火器  
非常電源 自家発電設備一式  
   〃    蓄電池設備一式  
   〃    専用受電設備一式  
配線 消防用設備等に係る  
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資料 ３ 

永源山公園電気設備維持管理業務仕様書 
  

本業務仕様書は、永源山公園電気設備維持管理業務に適用するものである。 

 

 １．電気設備維持管理業務の内容は、次のとおりとする。 

 （１）業務対象施設および所在地 

    ・ミュージックホーン装置施設 

         所在地   永源山公園（周南市大字富田字永源） 

    ・ゆめ風車ライトアップ装置施設 

         所在地   永源山公園（周南市大字富田字永源） 

  

 （２）業務の内容 

    ・ミュージックホーン装置設備の万全を期すため、委託者は毎月 1回定期点検し、 別紙１     

に定める年間計画表に基づきチャイムセットを行うこと。 

    ・ゆめ風車のライトアップランプについては、別紙２により年２回取替え・維持管理を     

行うこと。なお、ライトアップランプがＬＥＤとなった場合も、原則同様とする。 

   

 （３）業務の期間 

     令和８年４月１日から令和１３年３月３１日までとする。  

     

 ２．報告書の提出 

     上記の業務を行ったときは 、作業ごとに速やかに書面により報告すること。 

 

 ３．ゆめ風車ライトアップランプ等の購入費用は、指定管理者の負担とする。 

  

 ４．その他詳細については別紙１、２による。 

    

 

この仕様書は、業務の大要を示すものであり、点検整備等の具体的な方法については別途

協議するものとし、また本書に記載されていない事項であっても、現場の状況に応じ、軽微

な業務については、指定管理料の範囲内で実施するものとする。 
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別紙１ 

ミ ュ ― ジ ッ ク ホ ― ン 装 置 設 備 

 

装    置    内    容 永 源 山 公 園        備  考 

パワーアンプ 

２４０ｗ用ＰＡ－２４４０ ５台  

１２０ｗ用ＰＡ－１２３０ １台  

プログラムタイマー ＴＴ－０２１－８ １台  

電源リレー 特 注 １台  

時報チャイム ＭＬ－２０２ ２台  

 

 

ミュージックホーン  チャイムセット年間計画表 

 

期                     間 
チ ャ イ ム セ ッ ト          

時     間 曲        目 

     ４ 月   １ 日 ～ ４ 月   ７ 日 １８時   ふるさと 

     ４ 月   ８ 日 ～ ７ 月 １９ 日 １８時   のばら 

     ７ 月 ２０ 日 ～ ８ 月 ３１ 日 １８時   ふるさと 

     ９ 月   １ 日 ～ ９ 月 ３０ 日 １８時   夕やけこやけ 

   １０ 月   １ 日 ～ ２ 月 ２９ 日 １７時   いえじ 

     ３ 月   １ 日 ～ ３ 月 ２６ 日 １８時   のばら 

     ３ 月 ２７ 日 ～ ３ 月 ３１ 日 １８時   ふるさと 
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別紙 2 

ゆ め 風 車 ラ イ ト ア ッ プ 計 画                 

 

１．ランプ取替え計画 

月 ナトリウムランプ 水銀ランプ 摘      要 

４ ○   

５ ○   

６  ○ 取替え 

７  ○  

８  ○  

９  ○  

10  ○  

11 ○  取替え 

12 ○   

１ ○   

２ ○   

３ ○   

 
２．ランプ仕様 

          （３灯／１ヶ所） 

区 分 ナトリウムランプ 水 銀 ラ ン プ         安 定 器         

上 ＮＨ６６０Ｌ Ｈ７００ 
Ｈ７ＣＬ２Ｂ５１/ＳＵＳ 

  Ｌ＝１Ｍ 

中 同  上 同  上 同  上 

下 ＮＨ６６０ＦＬ ＨＦ７００Ｘ 同  上 

     ３灯／１ヶ所×４ヶ所＝１２灯 
 

 



 

- 23 - 
 

資料 ４ 

永源山公園水道施設等管理業務仕様書 

 

本業務仕様書は、永源山公園水道施設等管理業務に適用するものである。 

 

１．本業務は、この仕様書に定めるほか、「水道法」に定める基準に準じて行わなければなら

ない。 

２．本業務は、永源山公園給水施設及び噴水・機械設備の１ヶ月点検及び３ヶ月点検並びに 

 １年点検を行い、書面により施設管理者に報告するものとする。 

３．業務の期間は、令和８年４月１日から令和１３年３月３１日までとする。 

４．点検項目は次のものを行う。 

（別紙１：機械設備一覧表、 別紙２：機械設備機器点検報告書） 

 （１）１ヶ月に１回点検を行う箇所 

     ・加圧ポンプ、減菌機廻り点検（１式） 

      ・記録紙（２枚） 

     ・次亜塩素酸ナトリウム（２ヶ所） 

 （２）３ヶ月に１回点検を行う箇所 

     ・制御盤点検（５面）      

     ・噴水ノズル点検（１式）    

     ・給排水機点検（１式） 

          ・ポンプ電気測定（１式） 

          ・ろ過機点検（１式） 

 （３）１年に１回点検を行う箇所 

     ・制御盤点検   噴水用（５面）   用水用（３面） 

     ・ポンプ点検   噴水用・カスケード（９台）  揚水用（２台） 

                       電気測定（２１台） 

          ・噴水ノズル点検（５６個） 

     ・ろ過機器点検（３台） 

         ・受水槽清掃（３６ｔ） 

     ・高架水槽清掃（１０ｔ） 

         ・給排水機器点検（１式） 

 

５．点検作業実施日については、事前に市担当課と調整し実施すること。また、作業実施時は

点検状況等を写真撮影により記録を残しておくこと。 

６．写真は点検日・点検項目を記入し、点検状態がわかるよう適時撮影を行うこと。 

７．点検後、異常を発見した場合は、適切な措置を施し、市担当課に速やかに報告すること。 
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機  械  設  備  機  器  一  覧  表 

（制御盤関係） 

記号 盤     名     称 形     状 形  式 設置年度 メーカー 設置場所 

１ Ｐ－２（揚水ポンプ制御盤） 550×1,000×200 屋内壁掛型 S61 日成電機製作所 公園管理事務所 

２ 流れ（カスケード）制御盤 650×1,100×350 屋外自立型 S58 東機械工業 カスケード下池西側 

３ 噴水制御盤 900×1,600×350 屋内自立型 S57 松下電工 展望デッキ 

４ Ｐ－１（流水ポンプ制御盤） 600×1,900×200 屋内自立型 S61 日成電機製作所 公園管理事務所 

５ プール循環ろ過装置制御盤 700×1,700×350 屋内自立型 S62 東機械工業 公園管理事務所 

（ポンプ関係） 

記号 名     称 仕       様 台数 盤 設置年度 メーカー 設置場所 

① 揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ（多段） φ50×315 ㎥/min×78m 7.5kW ２ １ H25/R06 荏  原 公園管理事務所 

② カスケード送水ポンプ φ150×2.5m3/min×9.0m 7.5kW １ ２ R06 テ ラ ル カスケード下池 

③ カスケード用ろ過ポンプ φ50×0.4m3/min×3.0m 1.5kW １ ２ R06 荏  原 カスケード下池 

④ ジェット噴水ポンプ φ80×1.0m3/min×12.5m 3.7kW 2 ３ R03 日  立 噴水（ジェット） 

⑤ 直上噴水ポンプ φ125×1.7m3/min×9.5m 5.5kW １ ３ R04 鶴  見  〃 （直上） 

⑥ 樹氷噴水ポンプ φ80×1.0m3/min×12.5m 3.7kW 2 ３ R03/R04 日  立  〃 （樹氷） 

⑦ パール噴水ポンプ φ100×1.2m3/min×5.0m 3.7kW １ ３ R04 鶴  見  〃 （パール） 

⑧ 噴水用ろ過ポンプ φ50×0.27m3/min×15m 1.5kW １ ３ R04 荏  原  〃 （ろ過機） 

⑨ 循環ﾎﾟﾝﾌﾟ（うず巻） φ150×3.0m3/min×15m 11kW １ ４ R06 荏  原 プール 

⑩ 流水ﾎﾟﾝﾌﾟ（斜流うず巻） φ200×4m3/min×6m 7.5kW ３ ４ S63 ク ボ タ プール 

⑪ 水中ﾎﾟﾝﾌﾟ（排水） φ50×0.08/min×10m 0.4kW ４ ４ R02 鶴  見 プール 

⑫ ろ過ポンプ φ125×1.8m3/min×30m 15kW ２ ５ H25 荏  原 公園管理事務所 

⑬ 滅菌ポンプ φ6×200ml/min 0.1kW 3 ５ H25 ｵｰﾔﾗｯｸｽ 公園管理事務所 

⑭ 滅菌ポンプ φ6×39.6ml/min 35kW 1 ５ H25 ｵｰﾔﾗｯｸｽ 公園管理事務所 

⑮ 加圧給水装置 φ50×397 ㍑/min×30m 2.2kw 2 － H07 荏  原 展望台 

⑯ 自動滅菌装置 34ccn×1.0kg/㎠ 0.1kW 1 － H07 ｵｰﾔﾗｯｸｽ 管理事務所 

⑰ 自動滅菌装置 30ml/min×1.0MPa 0.1kW 1 － R06 タ ク ミ ナ 展望台 

（ろ過装置） 

記号 名     称 形     状 能 力 型  式 設置年度 メーカー 設置場所 

Ａ 急速ろ過機（ﾌﾟｰﾙ） 2,400φ×3,000L×150A 180m3/h JFW-KP-7 S62 東機械工業 公園管理事務所 

Ｂ ろ過機（噴水）   765φ× 620L× 50A  16m3/h KR-7F S59 東機械工業 展望デッキ 

Ｃ ろ過機（ｶｽｹｰﾄﾞ）   800φ× 800H× 50A  16m3/h KR-15E 特型 S58 東機械工業 ｶｽｹｰﾄﾞ下池西側 

（水槽・電極関係） 

記号 名     称 形     状 容 量 型  式 設置年度 メーカー 電 極 設置場所 

Ｄ 受水槽 4.0×6.0×1.5H 30t  S61 ブリジストン ３本 公園管理事務所 

Ｅ 高架水槽 2.5×2.5×2.0H 10t SWT-7 S58 ブリジストン ５本 展望台 

Ｆ カスケード池    S59  ３本 カスケード池 

 

別紙１ 
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（噴水ノズル）（S59）（Ｇ） 

名       称 用   途 型     式 数 量 

キャンドルノズル 樹 氷 JFW  50/16φ 12 

マッシュルームノズル パール JFW  80φ 6 

ジェットノズル ジェット JFW  15φ 12 

エアジェットノズル 直 上 JFW  40/12φ 26 

 



機 械 設 備 機 器 点 検 報 告 書 
（制御盤関係） 

記号 盤     名     称 形     状 形  式 設置年度 メーカー 設置場所 点検日 点   検   状   況 

１ Ｐ－２（揚水ポンプ制御盤） 550×1,000×200 屋内壁掛型 S61(1986) 日成電機製作所 公園管理事務所   

２ 流れ（カスケード）制御盤 650×1,100×350 屋外自立型 S58(1983) 東機械工業 カスケード下池西側   

３ 噴水制御盤 900×1,600×350 屋内自立型 S57(1982) 松下電工 展望デッキ   

４ Ｐ－１（流水ポンプ制御盤） 600×1,900×200 屋内自立型 S61(1986) 日成電機製作所 公園管理事務所   

５ プール循環ろ過装置制御盤 700×1,700×350 屋内自立型 S62(1987) 東機械工業 公園管理事務所   

（ポンプ関係） 

記号 名     称 仕       様 台数 盤 設置年度 メーカー 設置場所 点検日 点   検   状   況 

① 揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ（多段） φ50×315 ㎥/min×78m 7.5kW ２ １ H25/R06 荏  原 公園管理事務所   

② カスケード送水ポンプ φ150×2.5m3/min×9.0m 7.5kW １ ２ R06 テ ラ ル カスケード下池   

③ カスケード用ろ過ポンプ φ50×0.4m3/min×3.0m 1.5kW １ ２ R06 荏  原 カスケード下池   

④ ジェット噴水ポンプ φ80×1.0m3/min×12.5m 3.7kW 2 ３ R03 日  立 噴水（ジェット）   

⑤ 直上噴水ポンプ φ125×1.7m3/min×9.5m 5.5kW １ ３ R04 鶴  見 〃 （直上）   

⑥ 樹氷噴水ポンプ φ80×1.0m3/min×12.5m 3.7kW 2 ３ R03/R04 日  立 〃 （樹氷）   

⑦ パール噴水ポンプ φ100×1.2m3/min×5.0m 3.7kW １ ３ R04 鶴  見 〃 （パール）   

⑧ 噴水用ろ過ポンプ φ50×0.27m3/min×15m 1.5kW １ ３ R04 荏  原 〃 （ろ過機）   

⑨ 循環ﾎﾟﾝﾌﾟ（うず巻） φ150×3.0m3/min×15m 11kW １ ４ R06 荏  原 プール   

⑩ 流水ﾎﾟﾝﾌﾟ（斜流うず巻） φ200×4m3/min×6m 7.5kW ３ ４ S63 ク ボ タ プール   

⑪ 水中ﾎﾟﾝﾌﾟ（排水） φ50×0.08/min×10m 0.4kW ４ ４ R02 鶴  見 プール   

⑫ ろ過ポンプ φ125×1.8m3/min×30m 15kW ２ ５ H25 荏  原 公園管理事務所   

⑬ 滅菌ポンプ φ6×200ml/min 0.1kW 3 ５ H25 ｵｰﾔﾗｯｸｽ 公園管理事務所   

⑭ 滅菌ポンプ φ6×39.6ml/min 35kW 1 ５ H25 ｵｰﾔﾗｯｸｽ 公園管理事務所   

⑮ 加圧給水装置 φ50×397 ㍑/min×30m 2.2kw 2 － H07 荏  原 展望台   

⑯ 自動滅菌装置 34ccn×1.0kg/㎠ 0.1kW 1 － H07 ｵｰﾔﾗｯｸｽ 管理事務所   

⑰ 自動滅菌装置 30ml/min×1.0MPa 0.1kW 1 － R06 タ ク ミ ナ 展望台   

（ろ過装置） 

記号 名     称 形     状 能 力 型  式 設置年度 メーカー 設置場所 点検日 点   検   状  況 

Ａ 急速ろ過機（プール） 2,400φ×3,000L×150A 180m3/h JFW-KP-7 S62(1987) 東機械工業 公園管理事務所   

Ｂ ろ過機（噴水）   765φ× 620L× 50A  16m3/h KR-7F S59(1984) 東機械工業 展望デッキ   

Ｃ ろ過機（カスケード）   800φ× 800H× 50A  16m3/h KR-15E 特型 S58(1983) 東機械工業 カスケード下池西側   

（水槽・電極関係） 

記号 名     称 形     状 容量 型式 設置年度 メーカー 電極 設置場所 点検日 点   検   状   況 

Ｄ 受水槽 4.0×6.0×1.5H 30t  S61(1986) ブリジストン ３本 公園管理事務所   

Ｅ 高架水槽 2.5×2.5×2.0H 10t SWT-7 S58(1983) ブリジストン ５本 展望台   

Ｆ カスケード池    S59(1984)  ３本 カスケード池   

（噴水ノズル）（S59(1984)）（Ｇ） 

名       称 用  途 型     式 数 量  点検日 点   検   状   況 

キャンドルノズル 樹 氷 JFW  50/16φ 12    

マッシュルームノズル パール JFW  80φ 6    

ジェットノズル ジェット JFW  15φ 12    

エアジェットノズル 直 上 JFW  40/12φ 26    

別紙２ 

001482
タイプライターテキスト
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資料 ５ 

 

永源山公園ゆめ風車維持管理点検業務仕様書 
 

 
本業務仕様書は、永源山公園ゆめ風車維持管理点検業務に適用するものである。 

 

１． 本業務は、ゆめ風車の維持管理点検及び調整を実施し、その結果を報告するものであ

る。 

 

２．業務の内容は次のとおりとする。 

 （１）業務対象施設      ゆめ風車 

 （２）業務対象施設の場所   周南市大字富田字永源 地内 

 （３）業務の期間（隔年実施） ①令和８年４月１日から令和８年７月３１日まで 

                               ②令和１０年４月１日から令和１０年７月３１日まで 

                ③令和１２年４月１日から令和１２年７月３１日まで 

（４）業務の内容          ア.建屋点検 

①屋根、外装、内装 

イ.機構部分点検 

 ①各歯車廻りのすべての楔の点検、締め直し及び楔      

の緩みの復旧 

 ②各歯車位置の調整 

 ③羽回転軸受けの点検及び調整 

 ④羽回転軸の点検及び調整 

 ⑤ブレーキの機能調整及び位置調整 

 ⑥石臼の点検及び調整 

３．報告書の提出 

業務における報告書（建屋部分と風車機構部分及び、現状と対策）を業務完了時に提

出するものとする。 

 

４．異常等の対応 

業務時に異常を発見した場合は、適切な措置を施すものとするが、対応が不可能な場

合においては作業を中止し、市担当課に速やかに報告及び協議した後、その指示により

作業を再開すること。 
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資料 ６ 

 

 

永源山公園ストリートオルガン管理点検業務仕様書 
 

 
本業務仕様書は、永源山公園ストリートオルガン管理点検業務に適用するものである。 

 

１． 本業務は、ストリートオルガンの管理点検及び調整を実施し、その結果を報告するも

のである。 

 

２．業務の内容は次のとおりとする。 

 （１）業務対象物件      ストリートオルガン 

 （２）業務対象物件の保管場所   周南市大字富田字永源 地内 

 （３）業務の期間（隔年実施） ①令和８年４月１日から令和８年７月３１日まで 

                               ②令和１０年４月１日から令和１０年７月３１日まで 

                ③令和１２年４月１日から令和１２年７月３１日まで 

 （４）業務の内容            ア．外装点検 

①外装、車軸部等 

イ.機構部分点検 

 ①送気管・フイゴの点検調整 

 ②ハンドル点検調整 

 ③木管の点検調整 

 ④ロールペーパーの点検調整 

 ⑤その他 

３．報告書の提出 

  業務における報告書を業務完了時に提出すること。 

 

４．異常等の対応 

業務時に異常を発見した場合は、適切な措置を施すものとするが、対応が不可能な場

合においては作業を中止し、市担当課に速やかに報告及び協議した後、その指示により

作業を再開すること。 
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資料 ７ 

永源山公園塵芥収集業務仕様書 

 

本業務仕様書は、永源山公園塵芥収集業務に適用するものである。 

 

（業 務) 

第１条  永源山公園内の塵芥収集及び処理業務の内容は、次のとおりとする。 

指定管理者は、永源山公園内で発生する可燃ごみ等を永源山公園内の指定する場所

において、収集を毎日（日･祝日を除く）１回見回り、塵芥収集及び処理を実施するこ

と。また、塵芥収集する指定場所の付近の清掃を行うこと。 

 

（緊急時における業務の処理) 

第２条  業務実施において、緊急事態が生じた場合は、応急処置をするとともに、速やかに

処理すること。 

 

（業務の報告） 

第３条 指定管理者は、業務状況は月報（別紙１）に記録し、業務完了時に提出すること。 

 

（業務の場所） 

第４条 業務を行う場所は、指定管理者が決定する場所とする。 

 

（委託期間） 

第５条 この業務の期間は令和８年４月１日より令和１３年３月３１日までとする。 

 

（その他) 

第６条   作業中において、作業員に事故の起こらぬように指導すること。万一、事故が発生

した場合には、指定管理者の責任と負担により処理することとする。 

 

第７条 業務に必要な使用器具等は、指定管理者の負担とする。 

   



1 袋　

2 袋　

3 袋　

4 袋　

5 袋　

6 袋　

7 袋　

8 袋　

9 袋　

10 袋　

11 袋　

12 袋　

13 袋　

14 袋　

15 袋　

16 袋　

17 袋　

18 袋　

19 袋　

20 袋　

21 袋　

22 袋　

23 袋　

24 袋　

25 袋　

26 袋　

27 袋　

28 袋　

29 袋　

30 袋　

　　      　　年　　月　　日

周南市長　　様 　　指定管理者

上記のとおり報告します。

曜日

別紙1

連     絡     事     項日 収集個数

塵芥収集業務　　　　　月分作業報告書
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資料 ８ 

 

永 源 山 公 園 機 械 警 備 業 務 仕 様 書 

 

本業務仕様書は、永源山公園管理事務所・郷土美術資料館及び、ゆめ風車機械警備業務

に適用するものである。 

 

１．基本方針 

    機械警備業務の遂行にあたり、業務の範囲に係る事故の早期発見と拡大防止を図り、

警備物件の保全に努めるものとする。 

２．警備物件 

    〔対象施設名〕永源山公園管理事務所、郷土美術資料館、ゆめ風車             

３．業務の期間 

     令和８年４月１日から令和１３年３月３１日までとする。 

４．業務の範囲 

    業務の範囲は、次のとおりとする。但し、ゆめ風車は 火災時のみとする。 

警備内容 実    施    範    囲 実 施 時 間 

火    災  建物全域（自動火災報知機よりの移報） ２４時間 

不法侵入  建  物  全  域 
警備開始～   

 警備解除 

                                      

５．共通事項 

業務の遂行にあたり、施設運営、関連業務との調整を図り実施すること。 

６．業務の内容 

（１）警備物件に別紙１～３に定める警備機器を設置し、警備時間中当該警備機器に       

より感知される異常の有無を警備本部において自動的に表示する機器設備により、       

警備を実施すること。 

（２）警備時間中は管制担当職員を定め、警備本部に設置される機器表示盤により警備

物件の異常の有無を間断なく監視し、対処すること。 

（３）警備物件に異常事態が発生したことを知った後、遅滞なく緊急要員を当該警備物      

件に急行させ、異常事態の確認を行う等、適切な措置を施すこと。 

（４）緊急事項が発生した場合は、速やかに市担当課に報告すること。 

（５）警備実施事項については、業務完了時に報告すること。 

７．業務体制 

業務を遂行するために、必要な業務職員の配置体制をとること。 

８．業務計画書の作成 

業務を計画的に遂行するために、警備計画書を作成し、事前に市担当課の承認を得る

こと。 
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９．関係書類の整備・保管 

警備機器から警備本部に送られてきた情報について、警備報告書を作成し、市担当課

に提出の上、保管すること。 

 

１０．服務規程 

（１）事故の早期発見と拡大防止に務めること。 

（２）事故発生時における警備物件の秩序保持に務めること。 

 

１１．所要経費の負担区分 

  （１）指定管理者負担区分 

       ① 機械警備業務に必要な光熱費 

     ② 機械警備に必要な警備機器及び設置に係る費用 

     ③ 警備機器の補修・修理に係る費用 

（２）その他 

上記以外の経費負担については、市担当課と協議の上、負担区分を決定する。 

 

１２．その他 

  （１）設置してある警備機器（別紙１、２）に関し、正常な機能を維持する為に保守点

検をすること。 

  （２）警備機器が万一故障により作動に異常を生じた時は、遅滞なく警備上の安全処置       

を講ずること。 
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別紙１ 
警備物件 永源山公園管理事務所 
所 在 地 周南市大字富田字永源 

１  設置する警備機器 

記号 名        称 動     作     概     要 数量 

 
 
 

送信機 
一般加入回線を利用し、各種情報を管制本部の受

信機へ送信する機器です。 
 

１ 

 
 キースイッチ 

警報機器の動作開始、動作解除をコントロールす

る機器です。 
 

１ 

 
  ◎ 熱線センサー 

人体より放射される遠赤外線エネルギーを監視

することにより、不法侵入者を検知する機器で

す。 
 

７ 

 
  □ シャッターセンサー 

シャッターに設置し、不法侵入者を検知する機器

です。 
 

１ 

 
  ○ マグネットスイッチ 

窓、出入口等に設置し、不法侵入者を検知する機

器です。 
 

１ 

 

直流電源装置 
センサー等に電気を供給する機器です。 
 
 

 

 

回路表示器 
各センサーからの情報を回路ごとに表示する機

器です。 
 

 

 

赤外線探知器 
投射されている赤外線が遮断された時に警報を

発する機器です。 
 

 

 

コントローラ 
各センサーからの情報を制御し、送信機へ情報を

送出する機器です。 
 

 

 
 フラッシュライト 

警備開始中にセンサーが異常を検知すると、威嚇

をするためにタイマー時間だけ点滅する機器で

す。 
 

 
  ● ガラス破壊センサー 

埋め込み型の窓に設置し、ガラスにショックを与

えると検知する機器です。 
 

 

Ｒ 
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2  警備物件の平面図 
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別紙２ 
警備物件 周南市郷土美術資料館 
所 在 地 周南市大字富田字永源 

 １  設置する警備機器 

記号 名        称 動     作     概     要 数量 

 
 送信機 

一般加入回線を利用し、各種情報（空調機の異常を

含む）を管制本部の受信機へ送信する機器です。 
１ 

 
 キースイッチ 

警報機器の動作開始、動作解除をコントロールする

機器です。 
１ 

 
  ◎ 熱線センサー 

人体より放射される遠赤外線エネルギーを監視す

ることにより、不法侵入者を検知する機器です。 
８ 

 
  □ シャッターセンサー 

シャッターに設置し、不法侵入者を検知する機器で

す。 
１ 

 
  ○ マグネットスイッチ 

窓、出入口等に設置し、不法侵入者を検知する機器

です。 
 

 
直流電源装置 センサー等に電気を供給する機器です。 １ 

 
回路表示器 

各センサーからの情報を回路ごとに表示する機器

です。 
１ 

 
赤外線探知器 

投射されている赤外線が遮断された時に警報を発

する機器です。 
 

 
コントローラ 

各センサーからの情報を制御し、送信機へ情報を送

出する機器です。 
 

 
 フラッシュライト 

警備開始中にセンサーが異常を検知すると、威嚇を

するためにタイマー時間だけ点滅する機器です。 
 

 
  ● ガラス破壊センサー 

埋め込み型の窓に設置し、ガラスにショックを与え

ると検知する機器です。 
 

 

2  警備物件の平面図 

 

Ｒ 
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別紙３ 

警備物件 ゆめ風車 
所 在 地 周南市大字富田字永源 

 

１  設置する警備機器     

       なし（自動火災報知器から管理棟への移報による） 
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資料 ９ 

 

永源山公園風車守業務仕様書 
 

 本業務仕様書は、周南市永源山公園風車守業務に適用するもので、業務に関する大要を示す

ものであり、本書に記載されていない事項であっても現場の状況に応じ、軽微な業務について

は、指定管理料の範囲内で実施するものとする。 

 

（業務内容） 

第１条 風車守業務の内容は、次のとおりとする。 

 (１) 周南市「ゆめ風車」の運転及び保守・点検に関すること。 

 (２) 風車運転並びに保守管理等のマニュアルの作成に関すること。 

 (３) 風車内展示室の監視及び案内に関すること。 

  (４) ストリートオルガンの体験演奏に関すること。 

  (５) 来園者への風車やオランダ文化の紹介に関すること。 

 (６) 風車内及び風車周辺の清掃に関すること。 

 (７) 既設展望台休憩所の開閉に関すること。 

  (８) 台風時等の緊急対応に関すること。 

 (９) その他、市担当課が指示する事項。 

（業務期間） 

第２条 この業務の期間は、令和８年４月１日より令和１３年３月３１日までとする。 

（現場責任者） 

第３条  指定管理者は、本業務を直接指揮命令する現場責任者を選任すること。 

 （１）指揮監督及び業務全般を処理すること。 

 （２）本業務履行に関する業務連絡及び調整を図ること。 

 （３）その他業務の目的達成に必要な事項について取りまとめること。 

 ２ 市担当課は、本業務の履行に関する指示等は、現場責任者に対して行うものとする。 

（従事者） 

第４条  指定管理者は、風車守業務従事者に対し、風紀、衛生及び服務規律の維持のため安全

教育及び指導に万全を期すこと。 

 ２ 指定管理者は、規定の制服を着用させ、氏名等を明示し、指定管理者の従事者であること

を明確にすること。 

（従事者の災害等） 

第５条  指定管理者は、業務を行うにあたり生じた業務従事者の災害等について、全責任を持

つこと。ただし、その災害等が施設の瑕疵により生じた場合は、この限りではない。 

 ２ 指定管理者は、業務に従事する職員に対し、法定されたすべての義務を負うこと。 
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（業務計画） 

第６条 指定管理者は、翌月の業務計画書を提出すること。 

（業務の処理） 

第７条 業務従事者は、毎日業務開始前に指定管理者から、必要な指示を受けて業務に着手す

ること。 

 ２ 指定管理者は、業務中において緊急若しくは不明な事態が生じたときは、適切な措置を施

し、速やかに市担当課に報告すること。 

（業務報告） 

第８条 指定管理者は、風車守業務の処理状況について、点検報告書及び管理日誌を速やかに

提出すること。 

（業務時間） 

第９条 風車守業務を行う時間は、毎日午前９時３０分から午後４時３０分までとし、各作業

について は次のとおりとする。 

 （１）風車の休館日は、火曜日、１２月２９日から１月３日の年末年始期間及び点検日とする。

ただし､火曜日が祝日の場合は､その翌日を休館日とする｡ 

（２）風車の点検日は、休館日を除く平日に１ケ月点検（１日間）、３ケ月点検（２日間）、

６ケ月点検（３日間）、１年点検（５日間）として行い、合わせて安全会議を行う。 

（３）風車の運転は、休館日を除く土曜日、日曜日及び祝日の午前１０時から午後３時までの

随時とする。 

（４）風車内展示室の開館時間は、休館日を除く毎日、午前１０時から午後３時までとする。 

 （５）隣接の展望台休憩所の開閉は、毎日午前９時３０分に開所し午後４時３０分に閉所する。 

（業務場所） 

第１０条  風車守業務を行う定位置を周南市「ゆめ風車」とし、業務上必要な場合以外に業務

場所を離れないこと。 

（風車守の配置） 

第１１条  指定管理者は、風車守業務を行うに当たり、業務に支障のないよう従事者を適正に

配置しなければならない。 

 ２ 指定管理者は、新規に風車守業務を行う従事者を配置しようとするときは、事前に市で定

めている研修内容を、指定管理者において研修を実施することとし、研修を終了した後に従

事者として配置すること。 

（運営、改善提案等の処理） 

第１２条  風車守業務を行うに当たり、指定管理者は業務の従事者から、管理運営等に関して

改善提案等の事案が出た場合、市担当課に報告すること。 

（業務規律） 

第１３条 風車守業務を行うに当たっては、次の事項を特に遵守すること。 

（１）業務の重要性を認識し、安全管理及び風車の維持管理に徹し、業務内容及びその処理 

方法に精通するよう努めること。 

（２）業務は、厳正かつ誠実な態度で行い、品位を傷つけ、または不名誉となるような言動 
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は慎むこと。 

（３）来園者への対応については、丁重親切を旨とし、特にその便宜を図るよう努めること。 

 （４）火気の使用及び喫煙については、所定の場所で行うこと。 

 （５）業務中は服装を統一し、明確に識別できるようにすること。 

 （６）業務中は、酒気を帯びたり、みだりに飲食しないこと。 

 （７）その他この協定に違反する行為を行わないこと。 

（その他） 

第１４条 その他風車守業務について仕様書に明記されていない事項については、市担当課と

協議すること。 

 

 

 

〔その他特記事項〕 

（１）雨や雪の日は、セイルを張らない。 

（２）雨等により運転が出来ない日は、主に点検を行う。 

（３）雷雲や落雷が近づいてきた場合は、速やかにセイルをたたんで停止させ、アースをセッ 

    トし安全の確保を図ること。 
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資料10-1 

永源山公園維持管理業務仕様書 

（常駐管理） 

 

（総 則） 

１．本業務仕様書は、永源山公園維持管理業務（常駐管理）に適用する。 

２．本業務仕様書に明記されていない事項で、管理上必要な業務は指定管理者の責任と

負担で行う。 

３．指定管理者は、関係する法令、条例及び規則等を遵守し、官公庁への必要な届け出

・手続きは速やかに行うこと。 

４．指定管理者は、維持管理業務日報を整理し、市担当課の指定する月日に、指定の様

式で提出するとともに、市担当課に直接報告を行うこと。 

５．施設の運転規則及び植物の開花等の記録を指示に従い提出すること。 

６．指定管理者は、維持管理業務を円滑に行うため、常駐管理については、毎朝、公園

管理事務所（幼児広場詰所を含む）等において管理状況等の報告や指示を確認するた

め、ミーティングを行うこと。また、植栽管理業務についても同様に行うこと。 

７．園内清掃により発生したゴミ及び空き缶等については指定管理者の責任で処理する

こと。また、これに必要な経費も指定管理者の負担とする。 

８．公園内で市が主催、又は共催する行事については必要最小限度の増員を行うこと。 

 この費用は指定管理者の負担とする。 

９．正月用の門松及び飾りは指定管理者の負担で材料の調達を行い、設置すること。 

１０．指定管理者は、日常から安全で快適な公園の維持管理に万全を期するよう努めるこ

と。 

１１．業務の出来高管理は写真で行う。従って作業前後が分かる写真を添付すること。 

１２．管理区域は、認可区域内の供用開始区域と西・東エントランス区域内の用地取得箇

所及び、南口遊歩道、臨時駐車場とする。（別紙図参照） 

１３. この業務の期間は、令和８年４月１日より令和１３年３月３１日までとする。 

 

（常駐管理業務） 

１．一般的事項 

 （１）指定管理者は、年間人員配員計画に基づき、計画的な管理運営に努めること。 

 （２）総括責任者（以下｢責任者｣という）は、造園工とし、協定後速やかに経歴書を提

出し、作業員と併せ市担当課の承認を得ること。また、責任者及び作業員等の変更

等が生じた場合も上記と同様な処理を取ること。 

 （３）責任者は作業員を指導し、植物及び施設の管理全般を行うと同時に、これらの点

検、見回り、来園者の案内、指導及び噴水等の機械設備の操作を行うこと。また、

業務日報等の整理を行うこと。 

 （４）責任者及び作業員の就業時間は下記を標準とするが、公園内で市が主催、又は共
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催する行事等の場合はこの限りでない。 

    責任者 午前８時００分～午後５時００分 

    作業員 午前８時００分～午後４時００分 

 （５）常駐管理の拠点を公園管理事務所等におき、善良な管理に努めること。管理事務

所等係る経費については、指定管理者において負担する。 

ア．公園管理事務所には、常時１名以上の従業員を置き、利用者の受付・案内又は非

常時の対応に万全を期すこと。ただし、１２月２９日から１月３日の年末年始期間

は休日とする。 

イ．公園管理事務所において、利用の案内や問い合わせに対応できるよう電話及びメ

ールの送受信が可能な設備を設置すること。 

 （６）常駐管理の行う業務内容 

  ア．植物及び施設の管理全般及び点検、見回り（毎日） 

  イ．トイレ及び園内の清掃（毎日） 

  ウ．灌水 

  エ．展望広場の便所の点検 

  オ．冬期における水栓の管理点検 

  カ．植物の育成管理及び部分的な薬剤散布 

  キ．使用水の残留塩素濃度の定期測定 

  ク．池、カスケードの塩素錠剤の投薬等による水質保全 

    ケ．カスケード・噴水池の清掃（年１回以上） 

  コ．機械施設の管理運転 

  サ．園内の除草、草刈り 

  シ．ケーピン及び除草剤の散布 

  ス．施肥 

   セ．日誌等の記帳（毎日） 

  ソ．正月用門松、飾りつけの設置作業 

  タ．建築物（展望台、展望デッキ、便所、管理棟等）の定期清掃 

    チ. ゆめ風車の管理 

  ツ．その他、市担当課の指示すること。 

 （７）維持管理業務に使用する機械、器具、用具、材料、資材等は十分な管理を行い、

使用後は園内に放置しないこと。 

 （８）管理人及び常駐作業員は制服を着用し、誰からも一見して公園管理人として判る

服装とすること。 

２．園内の巡視・点検 

 （１）責任者は、園内の樹木等の生育状況、遊具、工作物等の各施設について、定期的

に巡視し、点検を行うこと。また、遊具については２か月に１回以上の点検を行う

こと。 

 （２）異常を発見した場合は、応急処置を行い公園利用者の安全を図り、併せて市担当

課に速やかに報告すること。 

３．園内の清掃 
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 （１）便所、建物等は毎日清掃し、利用者に不快感を与えないよういつも清潔にするこ

と。 

 （２）園内清掃は、１週間に１回の頻度で区域を定め計画的に行うこと。また、主要施

設付近は毎日清掃を行い除草作業も併せて行うこと。 

 （３）噴水池等の落葉、小枝、ゴミ等の浮遊物は随時取り除き、いつもきれいな状態に

保つこと。 

 （４）排水施設は、降雨時の雨水氾濫防止のため、側溝、配水管、雨水枡等のゴミ、土

砂等は入念に取り除き、常に良好な状態を保つこと。 

４．利用者の監視、指導 

 （１）公園の利用の仕方を観察し、他人に迷惑をかけるような行為を行うものには、適

正な指導を行うこと。 

 （２）次のような行為を行う者を発見した場合は、これを制止し注意すること。但し、

許可証の交付を受けた者はこの限りでない。 

  ア．公園を損傷し、又は汚損すること。 

  イ．植物を伐採し、又は採取すること。 

    ウ．土地の形質を変更すること｡ 

  エ．鳥獣類を捕獲し、又は殺傷すること。 

  オ．貼り紙若しくは貼り札をし又は広告を表示すること。 

  カ．立入禁止区域に立ち入ること。 

  キ．指定された場所以外の場所に自動車を乗り入れ、又は止めておくこと。 

  ク．たき火又は危険のおそれのある行為をすること。 

  ケ．ごみその他汚物を捨てる等不衛生な行為をすること。 

  コ．公園をその用途以外に使用すること。 

  サ．区域外の他人の土地に立ち入ること。 

  シ．火気を使用すること。（但し、携帯用ガスコンロは除く。） 

  ス．車、バイク、自転車の乗り入れをすること。 

  セ．ペットを連れ込むこと。 

  ソ．動物の遺棄や所有者が管理しない動物にむやみなえさを与えること。 

  タ．その他、公園管理に支障がある行為をすること。 

 （３）駐車場は適正な管理を行い、利用者間でのトラブルがないよう指導すること。 

 （４）身体障害者等の来園には特に配慮し、施設の利用に適切な配慮を行うこと。 

５．事 故 対 策      

 （１）負傷等の事故を発見した場合は、適切な処置をし、医師、負傷者の安全を確保す

ること。また、市担当課に速やかに報告すること。 

 （２）事故等が発生した場合、事故の原因について直ちに調査し、市担当課に報告する

こと。 

６．安 全 対 策      

 （１）常時、公園区域の保全を行い、安全を確認すること。 

 （２）豪雨時、暴風雨時、災害の発生が予見できる場合は、園内のパトロールを行い、

状況に応じた適切な措置を施し対処すること。 



- 42 - 

 

７．運 転 管 理      

 （１）噴水、照明等は別に定める運転計画により行う。また、運転は機械、電気に精通

した者でかつ運転操作に相当の経験を有した者の指導の下に行うこと。 

 （２）噴水等の運転に際しては、水位等を観測しトラブルのないよう運転管理を行うこ

と。 

 （３）運転管理日報を整理し、指定する様式により提出すること。 

  （４）機械、器具等の故障を発見した場合は、適切な処置をすること。また、速やかに

市担当課に報告すること。 

 （５）噴水、池等は、必要に応じて排水を行い池内の清掃を行うこと。 

８．植栽地管理 

 （１）中、高木の枯枝処理、ヒコバエ処理及び桜に発生するテングス病の枝処理を行う

こと。 

 （２）高木の支柱等の管理点検を行うこと。 

 （３）植栽地は必要に応じて、灌水を行うこと。 

 （４）植栽管理業務及び非植栽管理業務外の広場、園路等の管理を行うこと。 

（５）植栽日誌を記入し、植物の開花及び結実、落葉の記録を行うこと。 

（６）植栽管理の詳細については、別紙業務仕様書（植栽管理）による。 
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                                資料10-2 

永源山公園維持管理業務仕様書 

（植栽管理） 

（一般事項） 

１．適用範囲 

  本業務仕様書は、永源山公園維持管理業務（植栽管理）について、高木・中木・低木

・特殊樹木・地被類・花壇等の管理に適用する。 

２．方針 

  植栽等の保護・育成・剪定・除草などにより、豊かで美しい環境を維持すること。 

  特に、メインエントランス広場から母と子の広場までの主たる園路周辺については、

景観に配慮した植栽管理に努めること。 

３．安全対策 

  公園内において業務を行う場合、利用者の安全を図るよう十分配慮する。特に作業車

輌の運行に当たっては万全の措置をとること。 

４．対象植物への配慮 

  この業務においては、対象となる植物の特性、当該業務の目的及び当該維持管理作業

が対象植物に及ぼす影響の強さ等を十分理解し、特に生きものとしての植物に対する細

心の注意と愛情をもって当たるよう努めること。 

５．材  料 

  指定管理者の責任において搬入使用すること。 

６．見本作業の提示 

  作業の種類、規模の大きさ等により、必要に応じて当該管理作業に先立ち、市担当課

と協議し、見本となる作業を提示すること。 

７．後片付け 

  この作業により、発生する剪除枝葉、残材等は通行等の支障とならないよう１本又は

１ヶ所ごとにまとめ、作業終了後は速やかに処分すること。 

８．残材の処分 

  残材（剪除枝葉を含む）は、原則として園内処分とすること。 

９．樹木手入れ 

  剪定方法等については、見本作業を提示し、市担当課と協議して行うこと。 

１０．除  草 

  雑草の根を残さぬよう根ごと取り除くこと。 

  低木・花壇内等の除草に際しては、低木・草花等に損傷を与えぬよう注意する。 

  低木寄植等周辺については、約０．５ｍ、独立木については約１．０ｍ以内を除草区

域とすること。 

１１．施  肥 

  高木・中木・玉物は車肥とし、生垣低木等については、バラマキとする。また、施肥

量は土壌等を考慮し適正に行うこと。 
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１２．灌  水 

  自動散水施設の設置については、指定管理者の責任において行うこと。また、植栽地

前面に行き渡るよう均一に散水するとともに、散水の頻度等については指定管理者の責

任において行う。 

１３．病害虫防除 

  冬期（予防）及び夏期（治療）について、各１回植栽地全域を行うが、局部的に病害

虫が発生した場合は、指定管理者の責任において行うこと。 

 

（芝生地管理） 

１．手 入 れ 

  芝刈りは、年３回行い、作業時期については、芝生の育成状況をみながら適期に行う 

こと。また、低木植込地周辺は、縁切りを行うこと。 

２．施  肥 

  所定の肥料を芝生面にむらのないよう均一に散布すること。 

３．除草剤散布 

  作業にあたっては、対象となる地被及び雑草の種類、成育段階、除草剤に対する性質

等並びに使用する除草剤、その使用方法等について指定管理者の責任において行うこと｡ 

  除草剤散布後は、立入禁止の措置を講じる等来園者への安全対策を行うこと。 

  芝生地全体の調整を図り、年間を通じて雑草のない状態を保持すること。 

 

（非植栽地管理） 

１．草  刈 

  樹木・株物・施設等を損傷しないよう注意し刈りむらのないよう均一に刈り込む。な

お、刈込高については、指定管理者の責任において行うこと。 

  刈草は毎日指定場所に集積し、まとめて処理するとともに刈跡はきれいに清掃するこ

と。 

２．除草剤散布 

  前記芝生地管理の除草剤散布に準ずること。 

  樹木、灌水、草花、来園者及び隣接地等にかからないよう十分注意をして行うこと。 

 

（花壇管理） 

１．材料一般 

  花苗は発育良好で病害虫に侵されていないものとし、あらかじめ植え出しに耐えるよ

う栽培され、細根の多く発生している徒長していない整一な型姿のものを使用する。球

根はよく充実し、傷がなく、病害虫に侵されていないものとする。 

２．地こしらえ 

 （１）古株雑草等は根より掘り起こし、土を払った後、指定箇所に運搬処理する。 

 （２）花壇面は床土をシャベル等により３０㎝程度まで掘起し、よく反転した後、大き

いゴロ土やゴミを取除き、凸凹のないよう一様に均すこと。 

 （３）肥料を施す場合には、指定の施肥量を、花壇面に均一に蒔き、鍬、熊手などによ

り床土とよく混合すること。 
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３．植えつけ 

 （１）植えつけは、指定管理者においてデザインし、花壇面にあらかじめ紐又は石灰等

でデザインを下取りし、所定の苗数を密度にむらのないよう、しっかりと植えつけ

ること。 

 （２）植えつけ後はよく灌水し、傾いたり、根が浮きあがるなど、植えつけが確実でな

いものは根直しすること。 

 （３）灌水は花苗を傷めないよう丁寧に行い、根に充分水が行きわたるよう浸透させる

こと。 

４．除草、灌水 

 （１）除草及び灌水は天候、土壌状態に注意し、無駄なく、しかも時期を失しないよう

行うこと。 

 （２）除草は花苗を傷めないよう、除草フォークなどにより、雑草だけ根より抜きとる。 

この際、花苗の根が浮き上がったりしているものは植え直すこと。 

５．施  肥 

（１）元肥は、花壇面に指定の施肥量を均一に蒔き、鍬、シャベル等により床土の中に

よく漉き込むこと。 

 （２）追肥は、肥料の種類及び植物の生育状態に応じ、最も効果的な方法により行うこ

と。 

６．病虫害防除 

  前記一般事項の病害虫防除の薬剤防除に準ずること。 

７．そ の 他 

 （１）花壇縁取り及び修景用低木、花木等は植込地管理の樹木手入に準じて行うこと。 

 （２）花壇内の芝生管理については芝生地管理に準じて行うこと。 

 

（菖蒲田管理） 

１．除  草 

雑草は、根より丁寧に抜きとり、指定箇所に運搬集積しまとめて処分すること。 

２．株  分 

 （１）花後の株分けは、茎部を傷つけないよう掘上げ、古土を落とし、古根、古茎を切

り捨て株分けすること。株分けに際しては切口をなるべく小さく、どの株にも均等

に根がつくよう手際よく行うこと。なお、株の調整にあたっては、草丈 １/２～ 

１/３の葉を落とすこと。 

 （２）休眠期の株分けは、掘上げた株を新しく株分けした芽を５～７芽含むように適当

な大きさにエンピ等により切分けること。 

３．定  植 

  株分けした芽は、品種を混合しないよう整理し指定箇所に５～７芽を標準として定植

すること。 

４．施  肥 

  施肥は、指定の施肥量を菖蒲の根に直接ふれないよう株間に溝掘りをして施肥し、埋

戻すこと。 

５．病害虫防除 
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前記一般事項の病害虫防除の薬剤防除に準ずること。 

 

（その他） 

その他、維持管理業務を行う上において必要な資材等については、指定管理者の負担

と責任において処理すること。 

 

（提出書類） 

実施計画書（月別） 

実施報告書（月別） 

写真、納品書等の報告書類（２回） 
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資料 11-1 

永源山公園プール施設等管理業務仕様書 

（プール施設全般） 

 本業務仕様書は、周南市永源山公園プール（以下「プール」という。）の施設等管理業務に適用す

るものである。 

 

１．業務の名称 

  永源山公園プール施設等管理業務 

２．業務場所 

  周南市大字富田字永源 地内 

３．業務期間 

  令和８年度から令和１２年度のうち、毎年 6 月 15 日から 10 月 31 日までとし、各年の期間内業

務は、次のとおりとする。 

（１）詳細業務の期間 

 6 月 15 日から 7 月 20 日までのプール供用開始前の準備業務 

7 月 21 日から 8 月 31 日までのプール供用期間中の業務 

9 月 1 日から 10 月 31 日までのプール供用期間終了後の整理業務 

（２）プール供用期間(開場期間)及び開場時間 

開場期間  7 月 21 日より 8 月 31 日までの 42 日間 

      （花火大会及び台風、雷等の特別な場合を除き期間中無休とする。） 

開場時間  午前 10 時から午後 6 時までとする。      

４．業務遂行上特に留意すべき事項 

 （１） 事故等が発生する危険性の高いプール管理という業務の特殊性に鑑み、業務遂行に際して

は、最新の注意を払うこと。 

 （２） 万一事故が発生したときは、心肺蘇生法の実施等、直ちに万全の措置を講じること。 

     また、万一の事故に備え、最寄りの病院、消防署（救急車の出動要請）、警察等、緊急連

絡先を事務所内等に掲示しておくこと。 

 （３） 厚生労働省の「遊泳プール衛生基準」に基づきプールの管理運営を行うこと。 

５．業務の内容 

 （１）プール供用開始前の業務 

   ① プールフロア高圧洗浄及び清掃 

   ② プール内清掃、プール水張り 

   ③ フロアマット敷き、テント・椅子の設営 

   ④ 施設内備品・看板等の点検及び配置 

   ⑤ プール機械設備保守管理に係る業務 

   ⑥ その他市担当課の指示する業務 

 （２）総括業務  
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   ① 業務全般を管理、統括し、円滑かつ事故等のない業務遂行を図る。 

② 事故等緊急事態発生に際し、速やかに、かつ臨機に万全の措置を講じる。 

③ 遊離残留塩素濃度、濁度等を基準の値以下に保つ等、常にプールの水質を適正に管理する。 

④ プールの施設（以下「施設」という。）全体の衛生状態を常に良好な状態に保つため、適

切な措置を講じる。 

⑤ 利用者からの苦情等に誠実かつ適正に対応する。 

⑥ 従業者に服務規律を遵守させる。 

⑦ 施錠、消灯、消火等の管理の徹底。 

 （３）プール機械設備保守管理業務 

    別紙「永源山公園プール施設等管理業務仕様書(プール機械設備)」により適切な管理を行う

こと。  

 （４）受付業務 

① 使用料の徴収・収納業務を行う。 

ア 徴収使用料の保管及び納入通知書兼領収書による払込み。 

イ 使用料徴収計算書の作成及び報告。 

   ② 入場者の受付を行う。 

  受付要領は、次のとおりとする。 

  ア 案内（減免申請書の受理、確認） 

〔周南市都市公園条例施行規則第 17 条第 1 項に基づく使用料の減免〕 

    ・市内の保育園、幼稚園、小・中・高等学校が行う校外学習の一環として行う団 

     体の利用者。ただし、利用責任者に利用申込書・誓約書の提出を義務づけ、自 

主管理を徹底させる。 

       ・身体障害者手帳又は療育手帳の交付を受けている利用者に対しては免除する。 

      ・小学生を監視するための付添人で、自ら遊泳しない者に対しては免除する。 

        この場合、免除の対象となる付添人は、被監視人の人数をこえないものとする。 

  イ 子どもの年齢及び保護者同伴の確認 

       〔小学生以下の入場制限〕 

・小学生以下だけでの入場は禁止する。また、保護者同伴での入場も保護者１人につ 

き３人までとする。 

・小学生未満の入場は、保護者同伴で遊泳させるものとする。 

     ウ 入場者の制限 

       入場者の人数制限は原則として行わない。 

       ただし、天候状況等に応じて人数制限を行うことがある。 

③ 利用状況を集計し、管理日誌に記入して市担当課に提出する。 

④ 紛失・拾得物届出表を設置記入し、管理処理を明確にし、現金・貴金属類の落とし主が現 

れない場合は１週間の保管後、市担当課と協議のうえ周南警察署に届出を行うこと。 

⑤ 事故防止のための注意事項等所定の注意を定期的に行う。（定期場内放送等） 

⑥ 更衣室ロッカーの内部点検を行う。 

   ⑦ 身障者用リフトの管理、利用者への説明。 
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（５）監視・救護業務及び日常清掃業務 

① 監視及び救護業務に従事するものは、救急法を修得していなければならない。 

② 監視及び救護業務の遂行に際しては、常に次のことを十分留意すること。 

     ア 利用者が溺れる等の事故のないよう細心の注意を払って監視業務を行う。（事故防止

が最優先の業務である。） 

     イ 常に施設全体の安全確認、清掃を行い、危険回避に努める。 

     ウ 監視業務時は、常に緊張感を保ち、利用者や他の監視員等との無駄な会話は厳に慎み、

業務に集中する。 

       監視区域が死角になる場所に行かないようにする。また、監視業務に空白時間ができ

る行為は絶対にしない。 

       やむを得ず監視業務を離れる場合は、すみやかに他の監視員に連絡する。 

     エ 利用者が溺れる等事故があった場合に、いつでも速やかに救助活動等ができる体制に

しておく。 

     オ 溺者や傷病者を発見した場合は、直ちに水から引き上げ、現場において心肺蘇生法に

よる措置をとり、同時に身近者（他の監視員や利用者）を放送監視室に急行させ、救急

車の出動を要請するとともに警察にも通報のこと。 

      ※１１９番通報については、放送監視室内の電話又は携帯電話を利用し、直接消防署に

通報すること。また、市担当課にも通報する。 

     カ 危険な箇所や死角になりやすい場所に対しては、徹底した監視をおこなう。 

     キ プール内外で危険な行為をしている者に対しては、注意し止めさせる。 

        危険な行為の例：水中での肩車や溺れた真似、沈め合い等 

     ク ガラス製の水中メガネやシュノーケル、足ヒレは使用禁止となっているので、使用を

止めさせる。 

     ケ プールでは、危険な飛び込み(走り飛び込み、回転飛び込み等)を禁止しているので、

注意し止めさせる。 

     コ プール内において、遊泳中にメガネを掛けている者は注意し、はずさせる。 

     サ 水質管理のため、プール内で水着以外の衣類（例えばＴシャツ等）を水着の上に着て

いる者は、注意し脱がせる。 

     シ プール内点検時及び１０分間の定期休憩中は、すべての利用者をプールからあげて、

水面、水底、プールサイド等の点検、安全確認を徹底的に行う。 

     ス 大きな浮き輪、ボート、足入れ式浮き輪は、水中の監視の妨げや他の利用者の迷惑と

なり、また、事故に繋がる恐れがあるため、使用している者に注意し、使用を止めさせ

る。ただし、浮き輪、ビーチボールの使用は可とする。 

     セ プールサイドを走る者や、騒いでいる者に注意し、その行為を止めさせる。 

     ソ サンオイル等を塗っている者は注意し、プールに入る時は、オイルをシャワーで洗い

流してから入るよう指導する。 

     タ プール内で、保護者のいない小学生を確認した場合、直ちにプールからあげて、帰宅

させる。        

③ 監視及び救護業務の種類（ポジション）及び内容 
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     ア コントロール 

      ・全配置を総括する。 

      ・各ポジションのチェック（配置確認）を行う。 

      ・常にプール全体の状況及び監視体制を把握し、事故等が発生した場合に即座に対応で

きる体制を維持する。 

      ・事故等が発生した場合、直ちに救急車の出動等を行うなど、適切な措置をとるととも

に、各種対応の指示など現場を指揮する。 

      ・１時間毎に１回以上のプール内点検を行う。 

      ・１時間毎に１０分間の定期休憩をとり、遊泳者を全てプールから上げる。 

     イ タワー 

      ・指定の場所でプール内等の監視、救護活動を行う。 

     ウ パトロール 

      ・プールサイドを巡回しながら監視、救護活動を行う。 

      ・施設内のトラブル、事故等への対応補助を行う。 

      ・更衣室を保安巡回する。 

      ・１０分間の定期休憩時にプール内の点検を行う。 

④ 日常清掃は供用期間中、更衣室、トイレ、プール場内等施設内について適宜次のことを

行う。 

     ア 事務所ホール、階段、更衣室、プール内トイレ、シャワー室、ロッカー室、機械室、

プール場内、その他市担当課の指示する部分の掃き及び拭き掃除、ゴミ箱の処理 

     イ 男女トイレへの衛生消耗品等の補充、衛生管理 

     ウ 施設内の危険物の撤去及び安全確保 

     エ プールサイドの清掃 

     オ プール水槽内の清掃は、網を使用して行う。 

     カ プールサイドの溜まり水の除去 

     キ その他市担当課の指示する清掃 

（６）業務毎の従事者数、業務期間及び業務時間 

業  務  名 従 事 者 数 業 務 時 間 業 務 期 間 

総括業務・監視・ 

救護業務及び 

日常清掃業務 

１名 

（総括責任者） 

１０：００～ 

１８：００ 

７月２１日～ 

８月３１日 

１２名以上 
１０：００～ 

１８：００ 

開場期間中、１日利用者が

１,０００人未満の日 

１９名以上 開場期間中、上記以外の日 

 

 （７）プール供用期間終了後の業務 

① テント、マット、椅子等の収納 

② 更衣室、シャワー室、トイレ等施設の清掃・消毒 

③ プール機械設備保守管理に係る業務 
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④ その他市担当課の指示する業務 

 

 （８）その他の業務 

① 公園管理事務所当直 

     プール供用期間中の土曜、日曜及び祝日で午前１０時から午後６時までとし、プールに関

する電話等の問合せの対応。 

② 売店等のサービス提供施設、販売物品の管理 

     施設内での販売物品等の内容については、市担当課と協議し承認を得ること。 

 

６．従事者の資格 

 ① 従事者のうち少なくとも１名は、次のいずれかの資格を有し、下記資格者がプールにおいて

指導できる体制を調えておかなければならない。 

    ・公益財団法人 日本スポーツ協会公認水泳上級教師 

    ・公益財団法人 日本スポーツ協会公認水泳教師 

    ・公益財団法人 日本スポーツ協会公認水泳上級コーチ 

    ・公益財団法人 日本スポーツ協会公認水泳コーチ 

    ・公益財団法人 日本スポーツ協会公認水泳地域スポーツ上級指導員 

    ・公益財団法人 日本スポーツ協会公認水泳地域スポーツ指導員 

    ・公益財団法人 日本スポーツ施設協会公認水泳指導管理士 

    ・公益財団法人 日本スポーツ施設協会公認上級スポーツ施設管理士 

    ・公益財団法人 日本スポーツ施設協会公認スポーツ施設管理士 

    ・公益財団法人 日本スポーツ施設協会公認スポーツ施設運営士 

  ② 総括業務従事者 

    日本赤十字社の水上安全法を習得しているか、救急法を習得していなければならない。 

  ③ 監視及び救護業務従事者 

    救急法を習得していなければならない。 

  ※ 指定管理者の従業員の中に、厚生労働省健康局長（健発第７７４号）に基づく、プール衛生

管理者の資格を有した者を配置し、２回以上（開設前と８月初旬）プールの衛生管理指導をし

なければならない。 

 

７．従事者の服務規律 

  ① 利用者と区別できるような服装を着用すること。 

  ② 使用者の安全確保を最優先し、業務に専念する。 

  ③ 利用者に対しては、常に懇切丁寧な態度で接すること。 

 

８．従業員の研修 

  指定管理者は、「プール事故防止のためのマニュアル」を作成し、当該マニュアルに基づき開設

前に従業員に対し研修を実施しなければならない。 
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９．その他指定管理者の責務 

① 指定管理者は、従事者が業務中故意または重大な過失により他人に損害を与えた場合、また

は施設、設備、備品等に損害を与えた場合は、これを賠償しなければならない。また、業務

中の従事者の事故についても、指定管理者の責任において解決しなければならない。 

② 指定管理者は、賠償責任保険に加入し、当該保険証書の写しを市担当課に提出しなければな

らない。 

③ 指定管理者は、労働関係法令を遵守し、従事者の健康管理に留意しなければならない。 

④ 指定管理者は、事業計画を作成し、従事者名簿と６．①の資格を証する書類の写しを市担当

課に提出しなければならない。その際に、６.にある資格を確認できる写しを添付する。 

⑤ この仕様書に記載のない次項にあっても、施設の管理運営上必要な事項については、市担当

課の指示に従い実施しなければならない。 
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                               資料 11-2 

永源山公園プール施設等管理業務仕様書（プール機械設備） 

 

 本業務仕様書は、永源山公園プール施設等管理（プール機械設備）業務に適用する。 

（基本方針） 

１．永源山公園プールの供用にあたり利用者の快適な利用を図るため、プール機械設備を 

運転管理し、プール水質の衛生的・安全的適正基準を保持することを目的とする。 

２．業務は、本管理業務仕様書に定めるほか、厚生労働省の定める基準、各種関係法令等に

よること。 

 

（業務の内容） 

３．業務の内容は、次のとおりとする。 

(１) 永源山公園プール休止期間中の機械設備の点検整備(年２回)に関すること。 

(２) 永源山公園プール供用開始のための機械設備点検整備に関すること。 

(３) 永源山公園プール供用期間終了後の機械設備点検整備に関すること。 

(４) 永源山公園プール供用期間中の機械設備の運転管理に関すること。 

(５) 永源山公園プール供用期間中の水質管理に関すること。 
業務項目 内  容 

① 検査項目 毎日（残留塩素、水温、PH 及び濁度）、年 1 回（総ト

リハロメタン） 
② 
 

測定点 ２５ｍプール(３ヶ所)、流水プール(２ヶ所)、幼児プー

ル(２ヶ所)、スライダープール東、スライダープール西、

滝プール、ろ過装置近 
③ 
 

測定回数 
 

開場前１回 及び 開場後１時間毎 

④ 
 

保健所へのサンプ

ル提出 
年２回(７月・８月)プール管理に必要な項目 

⑤ 
 

県予防保健協会へ

サンプル提出 
年１回（８月）プール管理に必要な項目 

 

（業務の報告） 

４．上記業務のうち(１)から(３)までの業務については、点検終了後速やかに報告書を提出す

ること。また、(４)及び(５)については、別紙様式により日報及び水質管理表をプール供用

期間中は、毎日作成のこと。  

 

 （業務体制） 

５．別紙の業務実施スケジュールに基づき、業務を行うこと。 

(１) 業務の実施にあたっては責任者を配置し、業務実施スケジュールに基づく適正な

人員配置を行うこと。 

(２) プール供用期間中の業務にあたる人員は、プールの開閉場に関わらず、午前９時

から午後６時までの間、原則 永源山公園事務所内に常駐すること。 
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（経費の負担区分） 

６．経費の負担区分は次のとおりとする。 

(１) 指定管理者負担区分 

① プール機械設備運転に必要な薬品及び消耗品 

② プール開園にあたって施設の養生に必要な消耗品 

③ 永源山公園事務所常駐人員の事務机・椅子 

④ 管理業務に必要な光熱水費 

⑤ プール水質管理及び水質検査に必要な薬品及び消耗品 

⑥ 県予防協会へ提出するサンプルの検査手数料（総トリハロメタンに限る） 

⑦ 保健所及び県予防保健協会へ提出するサンプルの検査手数料 

⑧ 作業員の作業服 

⑨ 管理業務に要する日誌記録簿などの事務用品 

⑩ その他管理に必要な器材 

（２）その他 

上記以外の経費負担については、市担当課と協議の上負担区分を決定する。 

  

 （業務計画書の提出） 

７．業務の実施計画書を速やかに市担当課に提出すること。 

※別紙「永源山公園プール機械設備管理業務実施計画書」参照 

 

（その他） 

８．本管理業務仕様書に示すほか、点検整備等については、指定管理者で規定している方法

によって実施するものとし、本仕様書に記載されていない事項であっても、現場の状況

により軽微な業務については、指定管理料の範囲内で実施すること。 
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【プール機械設備管理業務詳細】 
 

１．休止中点検（前期） 

      各機器の点検整備 

２．供用開始前管理 

プールの供用に支障をきたさないよう各機器類の事前管理を十分に行うこと。 

      〔業務項目〕 

① 各ポンプ立上げ、濾過ポンプヘアキャッチャ清掃 

② 清掃中の配管クリーニングのためのポンプ寸動運転 

③ 濾過系デリベリ管バルブ開度調整 

④ ２５ｍ・幼児プール濾過吐出水量調節 

⑤ 滅菌塩素残留塩素数値テスト 

⑥ 各ポンプ通常運転及び各機器点検  

３．プール供用期間中業務 

      〔期  間〕令和８年度から令和１２年度の毎年７月２１日から８月３１日まで 

    〔時  間〕午前１０時から午後６時まで 

      〔業務項目〕  
設備項目 内  容 

① 濾過ポンプ（１・２号） ・点検、整備 
・ヘアキャッチャの清掃 
・吐出水量の調整 

② 急速濾過機（１基) ・点検、整備 
・各電動弁の点検整備 
・ろ材の管理（表洗、逆洗） 

③ 滅菌ポンプ（４台） ・点検、整備 
・ストローク（％）の調整 

④ 流水ポンプ（３台）及

び 循環ポンプ（１台） 
・点検、整備 
・吐出水量の調整 

⑤ 各機械室の管理  
⑥ 水質管理業務 ・次亜塩素酸ソーダー注入量の管理 

・残留塩素濃度の管理 
・ＰＨ及び濁度の管理 

 

４．供用期間終了後管理 

     業務項目 

① 次亜塩素酸ソーダー中和及び排水処理 

② 各機器シーズンオフ状態への切り替え作業 

③ 各機器終了後点検  

５．休止中点検（後期） 

  各機器の点検整備 



〔記載例〕

                             月
工程 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 備                 考

  休止中点検(前期） ○

・各機器点検

  開始前点検 下旬より

・各機器点検及び立上げ作業
・プール清掃後開園まで濾過系
運転(毎日点検）

  プール供用期間中 7/21

8/31

・機械運転管理
･水質検査  (詳細別紙）

  終了後点検 上旬

･薬品処理
･機械休止作業

  休止中点検(後期） ○

･各機器点検

永源山公園プール機械設備管理業務 実施計画表
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資料 12 

 

「ゆめ風車」永源山公園チューリップ満開作戦 

開催運営業務仕様書 
 

本業務仕様書は、永源山公園チューリップ満開作戦の開催に係る運営業務に適用する。 

 

１．業務の内容は次のとおりとする。 

（１）業務対象行事      永源山公園チューリップ満開作戦 

（２）業務対象施設の場所   周南市大神１丁目７番地 地内 

（３）業務の期間       令和８年度から令和１２年度までの毎年１０月下旬の平日

の５日に開催するものとする。 

（４）業務の内容        行事の企画及び運営 

・旧新南陽市地区を対象とした幼稚園、保育園の年長 

組を対象にチューリップの球根の植え付け 

・一般の希望者対象の植え付け 

・球根の購入（５，０００球） 

 

２．報告書の提出 

  業務計画書の作成および提出をすること。 

業務の期間における報告書（実施報告書）を業務完了時に提出するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



　位　　　置　　　図

　永源山公園

001482
タイプライターテキスト
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